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震災から 8カ月を経た神戸の市街地を望む
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10年かかる」がトップ
阪神大震災に関する被害及び今後の神戸経済に関する調査

神戸経済か復典する時期

11年以上 (4.2%) ] ～ 2年後 (2.3%) 
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本
所
で
は
、
阪
神
大
震
災
か

ら
半
年
経
過
し
た
の
を
機
に
、

改
め
て
被
害
の
実
態
を
把
賑
し
、

る
こ
と
を
目
的
に
、

今
後
の
神
戸
経
済
の
方
向
を
探

七
月
二
十

四
円
ー
八
月
四
日
に
か
け
て
、

本
所
会
員
四
千
六
百
八
十
一
社

を
対
象
に
、

実
施
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

（
回
答
率

ニ
ニ

・

――
-%
)
 

阪
神
大
衷
災
に
よ
る
直
接
披

害
総
額
に
つ
い
て
は
、
「
五
百
万

円
未
満
」
（
―
-五

・
六
％
）
と

の
回
答
か
最
も
多
く
、
次
い
で

二

ー

―二
千
万
円
未
満
」
(―

ニ

・

四
％
）
、
「
―
|
五
億
円
未
満
」

（
一
六

・
八
％
）
と
続
く
。
ま
た
、

「
一
億
円
以
上
の
被
害
か
あ
っ
た
」

と
の
回
答
を
合
計
す
る
と
、

ニ

去
る
九
月
四
曰
の
常
議
員
会

に
お
い
て
、
十

一
月
三
曰
（
祝
）

か
ら
万
日
（
日
）
に
か
け
て
神

戸
国
際
殷
一
が
場
で
開
催
す
る

「
国
際
湛
都
・
神
戸
復
興
展

ー

ハ
イ
カ
ラ
博
ー
」
の
開
催
概
要

が
了
承
さ
れ
た
。

「
ハ
イ
カ
ラ
博
」
は
、
神
戸

の
特
色
あ
る
産
業

・
醐
品
を

一

堂
に
集
め
、
大
バ
ザ
ー
ル
や
展

示

・
紹
介
を
通
じ
て
、
神
戸
経

済
の
復
興
状
況
を
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
所

が
地
元
の
打
政
、
経
済
団
体
な

と
に
呼
び
か
け
て
開
催
す
る
も

の。
只
体
的
に
は
、
会
場
全
体
を

「衣」

「食
]
ロ
ピ
「
遊
」

「
テ

会
期
中
の
来
場
者
は
石
万
人

ク
ノ
」
「国
際
・
イ
ン
ボ

ー
ト
」

な
ど
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
、
明
る

く
楽
し
い
演
出
で
束
場
者
を
迎

え
、
い
わ
ゆ
る
“
神
戸
ブ
ラ
ン

卜
“
潤
品
を
は
じ
め
と
す
る
各

糧
商
品
の
即
売
、
飲
食
と
展
示

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
素
晴
ら
し
い
商
品
が
当
た

る
大
抽
選
会
を
は
じ
め
、
楽
し

く
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
さ

れ
て
い
る
。

出
展
募
集
を
庄
内
外
へ
先
月

初
旬
か
ら
行

っ
た
と
こ
ろ
、
会

員
企
業
か
ら
予
想
を
上
回
る
申

し
込
み
が
あ
り
、
締
切
日
を
待

た
ず
し
て
目
標
を
オ
ー
バ
ー
し

こ。+
‘ 

国
際
港
都
・
神
戸
復
興
展

「ハ

開
催
概
要
固
ま
る

ク
ス
フ
ェ
ア
協
議

会
」
（
会
艮
11
本

所
牧
会
頭
）
を
設

置
し
た
。

し
て

「
神
戸
サ
ン

く
た
め
の
組
織
と

的
に
展
開
し
て
い

イ
ベ
ン
ト
を
一
体

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン

会
が
実
加
す
る
秋

ラ
博
と
（
朋
）
神
戸

フ
ァ
ッ
ジ
ョ
ン
協

の
た
め
、

ハ
イ
カ

に
し
て
い
る
。

こ

国際港都・神戸復興展

神戸経済の復興 ・再生にと って重要と思われるプロジェクト
上位10項目 (1,023社）

(%) 

60 

10 

。

―――

.
0
％
と
約
四
分
の
一
に
も

の
ぼ
っ
た
。

ま
た
、
衷
災
に
よ
る
機
会
洪

失
や
得
意
先
の
喪
失
な
ど
の
間

接
被
害
総
額
に
つ
い
て
は
、
「
一
ー

五
億
円
未
満
」
（
二
五

・
一
％）

と
の
回
谷
か
最
も
多
く
、
次
い

て

「
―
|
ニ一

千
力
円
未
満
'」

（
三

・
六
％
）
、
「
五
千
万
円
ー

一億
円
未
満
」
(
-―-l•
四
％
）

と
続
く
。
ま
た
、

「
一
憶
円
以
上
」

の
被
吉
が
出
た
と
す
る
企
業
は

二
六

・
五
％
に
も
の
ぼ
り
、
両

接
・
間
接
被
害
と
も
に
、
甚
大

な
被
害
が
出
て
い
る
結
果
と
な
っ

こ。
ナ
震
災
後
、
事
業
を
展
闘
す
る

上
で
、
市
内
事
業
所
の
役
割
に

つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
こ
れ

ま
で
以
上
に
野
要
と
な
る
」
（
ニ

五

・
上
％
）
と
「
現
状
と
変
わ

ら
な
い
]
（
六
四

・
八
％
）
と
の

回
谷
を
合
計
す
る
と
、
九

O
・

――-
％
と
な
り
、
九
割
も
の
企
業

が
農
災
後
も
市
内
事
業
所
の
役

割
を
重
要
視
し
て
い
る
結
采
と

な
っ
た
。
一
方
、

「今
後
小
さ
く

な
る
」
と
の
回
答
は
九

・
八
％

に
と
ど
ま
っ
た
。

震
災
か
ら
神
戸
経
済
が
本
格

的
に
復
興
す
る
時
期
に
つ
い
て
は
、

「九
ー
寸
年
後
」
（
＝
九
・

-―-%）

と
の
回
答
が
最
も
多
く
、
次
い

て
「
五
ー
六
年
後」
(-
―
-
.
―-•

六
％）、

「
一＿―|
四
年
後
」
（

一

四
•

石
％
）
と
続
く
。
一
方

、

「一

ー
ニ
年
後
」
と
短
期
間
の
う

ち
に
回
復
す
る
と
み
る
企
業
は
わ

ず
か
ニ

・
――-
％
に
過
き
ず
、
復

興
に
は
長
期
間
か
か
る
と
の
見

方
が
多
い
。

神
戸
経
済
の
復
腿

・
再
生
に

と
っ
て
重
要
と
思
わ
れ
る
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
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三
疇
瓢
疇
燃

冒

｀

」

。
3
 

を
見
込
ん
で
い
る

が
、
市
外
か
ら
で

き
る
だ
け
多
く
の

人
々
を
誘
致
す
る

た
め
、
今
後
積
極

的
に

P
R
活
動
を

進
め
て
い
く
こ
と

20 
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東
西

・
南
北
軸
の
幹
線
道
路
の
整
備

地
下
鉄
屈
岸
線
の
開
発

駅
削
再
開
発
の
推
進

国
際
物
流
拠
点
と
な
る

港
湾
機
能
の
高
度
化

神
戸
レ
ジ
ャ
ー
ワ

ー
ル
ド
な
ど

大
規
模
集
客
施
設
の
建
設

規
制
緩
和
に
よ
る

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大

W
H
o神
戸
セ
ン
タ
ー
を

核
と
し
た
東
部
新
都
心
計
画
の
推
進

魅
力
あ
る
鹿
業
集
梢
の
形
成

【
本
調
査
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
】

ぃ
，
．

H

]
又
ー一

◎
復
興
に
か
け
る

一

一
事
◎
よ
く
わ
か
る
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
講
座

l
 ｝
ぺ

E―-
＝
E【な
◎
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
K
O
B
E

ナ

n
u
主
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今

一

◎
税
務
相
談
・
パ
ー
ト
雇
用
相
談
室

t

月

{
I
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1
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t
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KI
t
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「
束
西

・
陶
北
軸
の
幹
線
道
路

「神
戸
空
港
の
建
設
」
（
二
八

・

の
幣
備
」
（六

一
・
ニ
％
）
が
四
％
）
な
ど
が
上
位
に
あ
げ
ら
れ
、

最
も
多
く
、
次
い
で

「
地

下

銀

交

通

・
物
流
面
て
の
イ
ン
フ
ラ

海
岸
線
の
開
発
」
（
＝
二

。
五

整
備
を
望
む
声
が
多
か
っ
た
。

％）
、
「
駅
前
再
開
発
の
推
進
」

（二
九
•

四
％
）、

「池
弯
機
能

の
高
度化
」
（一
一九
•

四
％
）、

経
済
情
韓
セ
ン
タ
ー

6
3
0
3
.
5
8
1
2
 

大
規
模
な
住
宅
団
地
の
建
設

神
戸
空
港
の
建
設

!~ 
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面面面面 ＂ --二.」

い
ろ
ん
な
暮
ら
し
が
あ
っ
て
、

誰
も
が
、
も
っ
と
素
敵
な
今
日
と
、

も
っ
と
索
哨
ら
し
い

明
日
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
そ
ん
な
ひ
と
り
ひ
と
り
の
た
め
に
、

親
身
に
な
っ
て

お
役
に
立
ち
た
い
と
頻
っ
て
い
ま
す。

地
球
サ
イ
ズ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、

ワ
イ
ド
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
情
報
力
で
、

地
域
社
会
と
の
親
密
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
づ
く
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
っと、

あ
な
た
の
未
来
に

大
き
な
夢
を
咲
か
せ
た
い
。

私
た
ち
は
、

さ
く
ら
銀
行
で
す
。

ヽ
さくら銀行 ゜
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ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
か
皿
事
だ
っ
た
の
で
、
お
廊

呂
の
復
旧
に
全
力
を
入
れ
、
和

民
の
方
々
に
犀
泉
と
憩
い
の
場

を
提
供
さ
せ
て
項
き
ま
し
た
。

入
浴
後
の
お
客
様
の
ホ
ッ
と
し

た
表
情
を
見
る
と
、
私
逹
の
疲

れ
も
吹
き
飛
ぶ
気
持
ち
か
し
ま

し
た
。

ー
現
在
の
開
業
状
況
と
、
集
客

へ
向
け
て
の
取
り
組
み
は

現
在
、
市
内
の
約
九
割
の
ホ

テ
ル

・
旅
館
は
平
常
通
り
営
業

し
て
お
り
、
お
客
様
を
受
け
入

れ
る
環
境
は
既
に
整
っ
て

い
ま

す。
集
客
へ
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
四
月
の
上
旬
か
ら
神
戸
国

際
観
光
協
会
と
協
力
し
て
、
全

国
の
主
要
都
市
や
大
手
旅
打
代

理
店
な
ど
に
何
度
も
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
を
派
遺
し
、
神
戸
の
復
興

状
況
の

P
R
に
努
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
神
戸
か
ら
遠
く
な

そ
の
う
え
、
ホ
テ
ル

・
旅
館

業
は
地
域
に
密
着
し
た
地
場
匝

業
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

抱
え
て
い
る
従
業
晨
や
資
本
金

か
人
き
い
こ
と
か
ら
、
法
律
上

大
半
の
企
業
か
人
企
業

に
分
類

さ
れ
、
災
害
復
旧
融
資
や
、
雇

用
調
整
助
成
金
な
ど
の
面
て
も
、

中
小
企
業
と
し
て
の
優
遇
搭
置

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
政
府
や

行
政
は
、
経
営
の
実
徳
に
則
し

た
救
済
措
置
を
講
じ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

二
点
巨
は
、
幹
線
道
路
の

一

曰
も
早
い
復

IEI
で
す
。
全
国
の

高
速
道
路
に
「
神
戸
へ
の
マ
イ

カ
ー
菜
り
入
れ
は
自
粛
し
て
下

さ
い
」
と
の
表
示
が
出
て
い
る

限
り
、
私
た
ち
が
効
果
的
な
集

客
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
も
、

神
戸
に
お
客
様
は
戻

っ
て
き
ま

い
経
営
環
境
に
あ
る
と
い
え
ま

I
 

0
 

甘

ー
ま
ず
、
顧
災
以
後
の
復
旧
活

動
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

地
歳
当
日
の
神
戸
市
内
に

は

多
く
の
お
客
様
が
宿
泊
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
想
像
を
絶
す
る

災
害
に
も
閲
わ
ら
ず
、
宿
泊
施

設
で
の
火
災
の
発
生
は

一
件
も

な
く
、

一
部
の
軽
傷
者
を
除
い

て
、
多
く
の
お
客
梯
を
無
事
に

追
難
読
導
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

改
め
て
市
内
の
ホ
テ
ル
・

旅
館
の
安
全
性
の
高
さ
を
証
明

で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
後
も
長
期
間
に
わ
た
っ

て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ

た
状
態
が
続
き
ま
し
た
が
、
ホ

テ
ル

・
旅
館
菓
界
の
社
会
的
使

命
と
し
て
、
復
旧
作
業
の
方
々

に
宿
泊
施
設
を
廉
価
で
提
供
し

て
巻
ま
し
た
。

幸
い

に
も
有

馬
地
区
で
は

る
ほ
ど
、
「
神
戸
は
ま
だ
壊
滅

状
態
だ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か

行
き
渡
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を

払
拭
す
る
の
に
大
変
苦
労
し
て

い
ま
す
。

ま
た
「
夏
こ
う
へ
で
」
と
題

し
て
、
市
街
地
を
は
じ
め
、
ハ
ー

ハ
ー
ラ
ン
ド
や
六
甲
山
、
有
馬

犀
泉
な
ど
市
内

一
円
で
、
コ
ン

サ
ー
ト
や
カ
ー

ニ
バ
ル
な
ど
を

開
催
し
、
地
元
の
方
々
を
元
気

づ
け
た
の
は
も
ち
る
ん
、
お
越

し
に
な

っ
た
お
客
様
に
も
神
戸

の
魅
力
を
再
認
識
し
て
頂
け
た

と
喜
ん
て
お
り
ま
す
。

ー
今
後
の
復
興
へ
向
け
た
課
題

や
行
政
へ
の
要
望
は

現
在
の
客
室
稼
働
率
は
胴
並

み
前
年
を
か
な
り
下
回

っ
て

お

り
、
と
の
企
業
も
非
常
に
厳
し

こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
池

元
行
政
の
ト
ッ
プ
の
方
が
「
神

戸
は
も
う
安
全
な
都
市
に
な

り

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
告
さ

ん
神
戸

国
は
も
ち
ろ
ん
、

翁

誓
＇
，
ぶ
摯
怠
｀

翠

蓼

心

畜

今

．

窯

窄

嗚

笞

褒

訊

箪
髯
亨
藻
隼
‘
純

り
姜

篇

疇

に
偉
い

せ
ん
。
ま
た、

集
客
面
の

み

な

項

き

た

い
と
思
い
ま
す。

ら
ず
、
防
災
機
能
を
考
え

る
上

そ

の
上
で
、
一

日
も
早
い
実

で
も
、
山
陽
自
動
車
道
や
、
阪

環
か
望
ま
れ
る
の
は
、
人
農
模

神
高
速
北
神
戸
線
の

一
日

も

早

集

客

施
設
の
建
設
で
す
。
硯
在

い
開
通
を
は
じ
め
、
東
西

・
南
の
観
光
施
設
を
復
旧
す
る
だ
け

北
の
軸
と
な
る
幹
線
道
路
の
整
で
は
、
神
戸
に
新
た
な
お
客
様

備
促
進
か
望
ま
れ
ま
す
。
を
呼
ひ
込
む
こ
と
は
困
踊
で
す
。

―-＿
点
目
は
、
悲
中
に
難
し

い
や
は
り
、

恒
常
的
な
魁
力
を
持

つ
テ
ー
マ
パ

ー

ク
な
ど
新
た
な

祈

j
J
誓

魅

力

の

創

造
か
、
神
戸
の

集
客
産
業
の
起
燦
剤
と
し
て
不

可
欠
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
れ
は
私
の
ア
イ
デ

ア
で
す
が
、
”
イ
ン
ポ
ー
ト
マ
ー

や
サ
ン
フ
ラ
ン
ジ
ス
コ
に

”
フ
ィ
ッ
シ
ャ

ー
マ
ン
ズ

に
お
越
し
下
さ
い
」
と

□本
全

全
世
界
に
向

を
打
っ
て

こ
れ
が
、

け
て
「
安
全
宣
言
」

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

神
戸
の
イ

メ
ー
ジ
を
固
復
す
る

の
に
最
も
有
効
な
手
段
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ー
今
後
の
神
戸
軽
済
の
復
興
・

再
生
へ
向
け
て
何
か
提
言
を
頂

け
れ
は
ホ
テ
ル
、
旅

聰

飲

食

店

な

と
の
集
客

・
観
光
図
連
産
業
は

す
で
に
、
市
内
事
業
所
数
の
約

二
割
を
占
め
、
全
従
巣
者
数
の

約
二
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

の
産
業
の
復
興
こ
そ
が
神
戸
経

済
の
復
興
に
つ
な
が
る
こ
と
を

行
政
の
方
を
は
じ
め
、

の
方
々
に
も
、

辺
II

シ
テ
ィ
ー
セ
ー

経
済
界

恒
く
認
識
し
て

あ卜
る“

“
 

ワ
ー
フ

れ
ば
、

の
よ
う
な
施
設
で

あ

短
期
的
に
少
な
い
投
賓

で
建
設
も
不
可
能
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。閲
度
上
の

ハ
ー
ト
ル
は
い
く

つ
も
越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
神
戸
て
海
外
の

一
流
品

が
安
く
買
え
る
と
か
、
瀬
戸
内

の
海
の
幸
を
お
し
ゃ
れ
な
雰
囲

気
で
存
分
に
味
わ
え
る
と
な
る

と
、
今
ま
で
香
湛
や
ジ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
に
出
か
け
て
い
た
旅
行

客
を
、
新
た

に
神
戸
へ
呼
ひ
込

め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ー
最
後
に
何
か

P
R
か
あ
れ
は

私
た
ち
か
、
神
戸
を

「
観
光

都
市
」
と
し
て
売
り
出
そ
う
と
、

←ぷシー

‘‘ 
' 名企‘
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、
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神戸市観光ホテル旅館協会会長
（天恵興業（株）（月光園） 代表取締役社長）
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咲森没沿も・，森如只窃染染翌殺,::)(I

去
る
八
月
ニ
ー
ニ
日
、

W
H

0
と
本
所
、
兵
庫
県
、
神
戸
由
、

（株
）
神
戸
製
鋼
所
の
地
元
四
者

は
、
束
部
新
都
心
に
誘
致
を
進

め
て
き
た
也
界
保
健
機
関
健
康

開
発
総
合
研
究
セ
／
タ
ー

(
W

日
0
神
戸
セ
ン
タ
ー
）
の
設
立

に
関
す
る
筑
書
に
調
印
し
、
こ

れ
に
よ
り
同
セ
ン
タ
ー
の
開
設

か
正
式
に
決
定
し
た
。

調
印
式
に
は
、
経
済
界
、

県
、

ph
な
と
池
―元関
係
者
や
、

W
H

0
、
外
務
省
、
序
牛
省
な
と
か

ら
約
白
ヒ
ー
人
か
出
席
。
坦
上

に
並
ん
だ
中
嶋
W
H
O
事
務
総

長
、
牧
会
頭
、
貝
原
知
事
、
笛

山
市
晨
亀
高
（
株
）
神
戸
製
鋼

冴
社
長
か
、
セ
ン
タ
ー
の
設
立

趣
旨
、
費
用
負
固
な
ど
計
五
項

目
の
覚
母
に
署
名
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
都
市
化
や

高
齢
化
、
環
境
問
題
な
と
が
健

康
に
与
え
る
影
齊
に
つ
い
て
研

全
国
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

し
は
じ
め
た
の
は
、
十
四
年
前

で
し
た
。
当
時
神
戸
に
は
「
怖

ぃ
町
」
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
定

若
し
て
お
り
、
と
て
も
観
光
都

市
な
ん
て
呼
べ
る
も

の
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
、
rlJ

民
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
努
力

で
、
語
も
か

一
度
は
行

っ
て
み

た
い
と
思
っ
「
美
し
い
街
」

に

変
説
を
遂
け
る
こ
と
か
で
き
ま

し
た
。哀
災
で
受
け
た
タ
メ
ー
ジ
は

確
か
に
大
き
い
で
す
が
、

も
う

一
度
業
種
、
業
界
を
超
え
て
新

た
な
都
市
の
魁
力
を
創
造
す
れ

ば
、
震
災
前
よ
り
も
多
く
の
方
々

か
「
ぜ
ひ
神
戸
に
行
っ
て

み
た

い
」
と
思
っ
て
く
れ
る
街
に
牛

ま
れ
変
わ
れ
る
は
す
で
す
。

そ
の

曰
が

一
El
も
早
く
訪
れ

る
よ
う
、
私
も
神
戸
の
シ
テ
ィ
ー

セ
ー
ル

ス
に
全
力
を
注
い

で
い

き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 立

土

神戸商工会議所会館 テナント募集

〔会館概要 〕

〔交通〕

［セールス
ポイン ト）

〔賃貸条件〕

所在地 神戸市中央区港島中町6丁目 1番地神戸商工会議所会館事務所棟9階

口宮駅からボートライナーで約10分、市民広場駅―下車徒歩約3分、□宮から車で約10分
広大なアトリユウムとグレードの高い、ンティホテルか併設され褐意先の接終」などに

便利。整備の整った会議室や展示場がテナント割引料金で利用できる。

貸室面稽会館9階 122. 22~605. 77 nf（契約面梢は壁芯計算とする）
用 途事務室

賃 料月額 440,000~2, 180,800円 (3,600円／nf)
)t 益費月額 155,200~ 769, 300円 (1,2701廿／nf)
付加使用料 貸室内における電気料 使用実績額を請求致します。

清掃籾 (9階部分）月額 13,000~65, 000円
貸倉庫料 (9階部分）月額 5, 000~ 6, 000円
※いずれも消費税が別途必要です。

韮本は賃料の20カ月分（相談に応じます）
敷金は予約契約時に30%、入居時に残額70％をお支払い頂きます。

※入居者は審査会で審査の上決定します。

【問い合わせ先】 総務部 岱303-5804

敷 4
に
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セ
ン
タ
ー

究
を
行
い
、
地
球
規
模
の
課
頸

解
決
と
人
類
の
健
康
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
今
年

度
中
に
所
長
を
選
任
す
る
と
同

時
に
、
仮
事
務
所
を
開
設
し
、

平
成
十
年
初
頭
の
本
格
オ
ー
プ

ン
を
目
指
す
。

開
設
に
当
た
り
、
他
元
四
者

は
W
H
O
に
施
設
を
提
供
し
、

開
設
準
備
費
や
設
備
費
、
支
援

組
織
の
経
費
、
運
営
費
を
卜
年

間
負
囚
す
る
。
こ
の
う
ち
一二
分

の

一
（約―
―十
偉
円
）
を
経
済

界
が
負
但
す
る
た
め
、
今
後
、

全
国
的
な
規
模
で
募
金
活
動
を

展
開
す
る
。

同
セ
ン
タ
ー
の
開
設
は
、
束

部
新
都
心
開
発
に
大
き
な
弾
み

を
つ
け
る
と
と
も
に
、
健
康
・

医
療
閃
辿
産
楽
な
ど
、

を
核
と
し
た
新
た
な
産
業
の
創

山
が
期
待
さ
れ
、
調
印
式
後
に

記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
か
開
か
れ
、

復
興
を
先
導
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
現
を
喜
び
合
っ
た
。

〔六
月
二
十

一円
付
〕

m嶋
株

式
会
社
代
表
取
締
役
初
長
伊
朦

紀
美
了
氏
（
同
故

EEi
嶋
克
巳
氏
）

〔七
月
二
十
五
日
い
〕
株
式
会

社
神
戸
阪
急
取
締
役
叫
長
松

III

英
一―一
郎
氏

〔八
月

一
口
付
〕
株
式
会
叶
コ

ト
ブ
キ
ホ
ー
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表

取
締
役
間
谷
俊
雄
氏

〈
同
白
JII

箆
氏
）

〔九
月

一
曰
付
〕
大
同
生
命
保

険
相
互
会
社
神
戸
支
社
支
社
長

川
人
和
彦
氏
（
同
大
西
康
典
氏
）

新

議

員

紹

介

Eヨ

: [ 

み

，
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UCC上島珈琲株式会社

可贔1̂i『情lll II川＇――

それは、コーヒーのうまさを決める3つの数字。
メシャー（ベイシックテイスト）か選んたのは、
7( 焙煎示度 •R)•9 （抽出温度 •0 ) •5 （ 苦味示度 ． B ）。

..9.／へ．＼、 あのハギワラも味わう「7・9・5」とは？ちょっと

f点=.．缶のウラをご覧くたさい。そう、そのマークか
D 蟄澤パ璽塁り 1「3-Dテイストスケール」。コーヒーのおいしさ
ク舟臀

け
/ e三＼＼ 苦味」の度合をそれそれ9段階て表示しま

‘~＼ジ',.,．-＇ した。とかくわかりにくいコーヒーの味党

表現へ、メジャーか提案する科学的な基準です。コーヒー会社

がこたわりぬいて、たとりついた味。それか、メシャーの「7・9・5」o

近道せずに、たとりついたうまさ。UCCメジャー

R
 

ー・



(3) Ii(_）BE会議所ニュース （平成2年6月22日第 3種郵便物認I7!) 平成 7年9月10日

聴講無料

パソコン会計体験講座 いま必要な“危ない取引先＂の見分け方
会計知識／） 小ゞ完全な方でも、 パ ‘ノコンの斜壮且な操件でスピー

ティーに、正確な決算書•竹りを体験できます。最終円にはモデ

ル決賃＼晋を作成てきるようになるまで指尊します。

介裟経常にとって取引先の倒産の前兆をいかに早く見つける

かは、とても大切なことですe そこで、誰にでもできる企築診

断のチェソクボイントを習得するためのセミナーを開催します。

日時

場所

定員

参加費

【申し込み先】

第25回 神戸インポートフェア

外国政府出展が17カ国、輸入桑者出昂約60社の規換で、今国
から 5千人以卜のバイヤーを集め、多数の引き合い、商談が期
待されます。

期

場

物品

会

会

出

入場料

併催

10月2i=I（月） • 3 Fl i火）

東神戸支部会議王

20名 （先普Iii員）

会員3,000円／一般5,000円

10月l2「I（木）ー15IJ（日） 午前］0叶午後 5時
神戸国際展ホ場 （中央区港烏中11116丁目且―l)
衣剌 （コート、セーターなど）、食品 （洋泊、ナソツ 、

紅茶など）、カ ーペ y 卜、イ ンテリア、雑貨、 アクセ

サリ ー他

拙料

ジェ トロ北米輸八家具サンプル展示会

（ジニ トロ神戸＿l-催 ）

【申 し込み先】

東神戸支部

国際部

午後 6時ー 8時

匹843-2.l21 

咳淡繹磁：

乞303-5806

．
籐
繋
置
善
裟
攘
暮
穏
璽
讐
量
量
象
囃
擁
璽

こ瓢疇事瓢二綴論暉澤饂三磁躙誓—疇

聴講無料

「21世紀に向けた近畿新産業ビジョン」説明会
～近畿地域を新産業創出拠点に～

経済界、角識者等で構成する 121世紀に向けた近畿産業構造
展望検討委員会」では近畿地域経済の将来の方向袢を探る報告

古を取りまとめました。

そこで、この報筈書を蒐に、近畿地域の新規 ・成長産業を］2
の分野に分けて説明いたしますC9

時 9月28日 （木） 午後 1時30分
所 神戸向上会議所3階第 l会議室

通商）年業局総務介画部総務課長

杉仕l知大氏

---碑-疇」

日

場

講

80名 （先 着ll[H)
無料

【申し込み先】 産業復興支援センター

定員

参加費

日

場

講

時

所

師

定 員

参加費

【申し込み先】

神戸商上会議所 ・日本輸出入銀行大阪支店共僅

投資、技術提携、合併事業なとの海外進出について企業別にア

ドバイスいたします

― どうそお気軽1ここ相談下さい一一

時 1(）月1I El （水） 什後

※原則として3カ月に 1同捌催了江

場所 神戸商＿て会議所 5階経済情報センター

相談員 □本輸出入銀行（大阪支店）粗談員
費用無応

日

【申し込み先】

乞303-1001

平成 6年かん死亡者の男女別割合

男 収I 女

今国

がん死亡者

[ 4 6, 8 4 6)¥ 9 6, 7 3 9)¥ 

G0.:1% 39.7% 

J ~ 

日

場

内

6時間で基本操作をマスターできる

初心者向けワープロ講習会

時

所

容

定員

参加費

9月26日 （火） 午後2時ー4時
神戸商工会議所3階神商ホ ー）レ
（株）東京商丁．リサーチ神戸支社

支社長 II暴木賢司

80名（先若順）
無料

中小企棠振興部

国際部

氏

匹30

海外投融資相談会

乞303-5806

1 1月 7Fl（火）、8 l=J（水）、 91二1（木）の計3日問

A. Bコースいずれか選択

*Aコース 毎同午後 2H寺ー4時

* Eコーフ、 毎回午後 5IIか30分ー7時:30分

（*且兵庫納説協会 3階会議室 「越
終

文字の人力、簡甲な案肉文の作成／ペソを使った編集 I青
喜

9 . ／J → l 1ー11.x.、EIこ191四 <VJIIー！J人 1巴 I冒
各コース とも 12名 （先着IIIfI)

7,000円 （資料代、消貨税含む） I醤

＇ 

会 吾羊o我 所

【申し込み先】 仄｝車支部 岱577~1110

扇

）
LI
本
対
カ
ン
協
会
は
、

対
か
ん
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
と
し
て

「
壮
年
屈
の
が
ん
死
乎
減
」
を

lJ粽
に
掲
け
、
↑
国
的
な
運
動

を
辰
間
し
て
い
ま
す
。

平
成
六
年
、
か
ん
で
亡
く
な

っ

た
人
は
二
十
四
カ
人
を
超
え
主

し
た
。
し
か
も
、
こ

の
織
且
者

の
う
ち
約
ハ
万
人
は
働
き
磁
り

の
一
丁
＇歳
か
ら
六
［
四
歳
の
年

伏
脳
て
す
。
ま
た
、

＿一
大
成
人

病
の
う
ち
、
昭
和
和
—

六
竹
以

束
か
ん
は
脳
ゲ
中
に
八
わ
り
死

丙
の
第

一
泣
で
す
。

か
ん
は
早
く
発
見
し
て
早
く

冶
旅
す
れ
は
「
克
眼
で
き
る
」

日

場

講

内

定員

参加費

【申 し込み先】

日

場

内

講

時

所

師

容

時

所

容

師

経営者・経理マンか最低限知っておきたい

よくわかる法人税の基礎と申告書の書き方

10月4ビ（水）、 l1日（水）、18U（水）の計 3日問

午→i妥．［II寺30ク}-411寿

閲兵］車納税協会3|；皆会議室

公認会青Iご卜 友弘正人氏
il)納税と登金繰りについて(2)災害に関する法人税の特

別措蓋(3)知っておきたい法人税 ・消費税の節税対策(4)

法人税の基礎と申告書の見力、読み方、書き方

10名 （先着順）

5,000円 （資料代、消費税含む）

兵庫文部

― ｀
 
▼` 
ョ
＇ 

I 
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売れるお店はここが違う！

お客を引きつけるPOP広告実践講座
～「何をとう書けは亮れるか」フロテザイナーのテクニリクをお教えします～

※ ―平成6年人口動態統計（慨数）0）概況」より

九
月
は
が
ん
征
圧
月
間

「受
け
て
安
心
が
ん
検
診

学
ん
で
実
行
が
ん
予
防
」

1

こ

こ
と
が
広
く
知
ら
オ
る
よ
う
ー

な
り
ま
し
た
が
、

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
が
ん

の
診
断、

手
術
療
法
な
と
区
摩

妓
術
の
烙
段
の
進
歩
が
背
景
に

あ
り
ま
冗

一
ん
で
が
ん
を
早

＜
兄
つ
け
る

「検
診
」

の
大
切

さ
か
苗
及
し
、
全
国
の
市
切
村
‘

職
場
に
お
い
て
検
診
活
動
を
柏

み
上
け
て
き
た
効
采
も
見
逃
せ

ま
せ
ん
。

(m)曰
本
対
ガ
ン
協

会
に
よ
る
検
診
紹
宋
で
は
、
検

診
て
発
見
さ
れ
た
宵
が
ん
の
う

ち
五
六
％
、
大
腸
か
ん
て
は
丑

百
％
〈
平
成
山
年
度
追
跡
調
杏

桔
東
）
か
旱
期
か
ん
で
沿
療
効

果
の
ア
ソ
。
フ
に
人
き
く
負
献
し

も
し
、
万
一
人
院
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
多
額
の
貨
用
が
か

か
灼
、
本
人
は
も
と
よ
り
家
放

に
も
結
神
的
、
経
済
的
に
大
き

な
負
い
と
な
る
の
が
現
実
で
す
。

本
所
で
は
、
昭
和
万
ー

一年

よ
り
会
昌
サ
ー
ビ
ス
甲
業
の

一

環
と
し
て
「
か
ん
保
険
」
を
取

り
扱
い
、
現
紅
ハ
丁
ハ
白
名
か

加
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
叫
度
は
年
齢
別
に
よ
る

割
安
な
保
険
料
て
、
診
断

・
入

院

・
在
宅
原
蓑

・
通
院
給
付
‘

化，
L
保
険
金
な
ど
幅
広
い
保
障

定員

参加費

【申し込み先】

場

内

法人税の基本実務

所

容

講師

定員

参加費

10月17R（火） 午後 111if-5時

神戸木材会館 、1階会議室

(I) POP広告の基礎知識について

(2) POP制作実習

テザイナ ー 大 隅修辿氏

（侑）フリー ト 代表取締役）

2(）名（先箱順）

1名につ窓 2,000円 （資料代、消費税含む）

兵）璽文部 匹577-1110

寧碑逃‘疇亭 、二疇編疇麟寧怨応．碑緬喉攣睾幽鼻

短期講座
日 時 10月4IJ （水）、18日 （水）、11月 lIJ （水）、 1ら日

（水）、29Fl（水）、 12月13日（水） 61旦1コース
午後 1時30分ー 4時30分
山央支部

(1}法人税の概要 I..2)所得金額の計符 (3)法人税申岩書

の流れ 14)受取配当の益金不算入のポイソ ト (5)棚卸
資廂 ・台価誦券の取扱のボイント (6)固定資産 ・繰延

資性の取扱のポイント (7)役呂給りの取扱の項イント

( 8 )交際貨•寄付金の取扱のポイント (9)貸劉損失やそ 嚢
の他損金の取扱のポイント (10)引当金の取扱のポイン 喜

斎

ト (1D税額計算のボイン (12)庄
1]3)法人の節税戦略

ト 、人の税務調杏の対応 ［ 
税迎十 森田茂伸氏

3(）名 （先澁順）

旦25,000円／

中央文部 匹331-0012

三蕊暉醐璽疇疇疇幽盗一臨ー磁謳謳爛'

【申し込み先】

日 か
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
だ

「
が
ん
保
険
」

に
加
人

さ
れ
て
い
な
い
ん
は
、
ぜ
ひ
こ

の
磯
会
に
こ
加
人
さ
れ
る
こ

と

を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

会
口
事
楽
部

6
3
0
3
.
5
J
8
0
9
 

＿
九
九
五
年
国
際
ゴ
ム
技

術
会
議
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン

冤
霙
コ
ム
ー
地
霙
に
強
い
ま
ち

つ
く
り
の
担
い
手
」

甲
成 時

午 七．． 
月IJ
年

十• 1 • 
時，月
I 
午 I・
後六
I 1 日

（木
）

寺廿
会

場
登
録
費

神
戸
国
際
会
議
協

一
般
二
万
円
／
学
生
打
丁
円

※
当

R
受
付
の
み
l
R
C
 95 

K 

（
た
だ
し
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
基
金

被
災
者
雇
用
に
奨
励
金

彼
災
地
の一屁
用
の
互
定
及
ひ

被
災
者
の
雇
門
確
保
を
図
る
た

め
次
の
叉
励
金
の
受
付
を
ヒ
月

ー
七
曰
よ
り
打

っ
て
い
ま
す
。

ー
．
雇
用
維
持
奨
励
金

口
対
象
乎
業
ー
一

阪
神
・

淡
路
人
巌
災
に
よ
り

宇
楽
活
動
0
縮
小
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
平
成
し
年
四
月
以
降
に

雇
用
維
灼
の
た
め
の
貼
置

（
休

業
、
教
育
訓
練
、
出
回
）
を
実

施
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
園
の
―

雇
用
調
祁
助
成
令
の
支
給
を
受

け
て
い
る
事
楽
キ

②
刻
象
地
域

神
戸
市
な
と

I
-rh十
町

③
支
給
率

串
楽
主
か
支
払

っ
た
休
菜
手

当
、
数
育
訓
練
期
間
中
の
賃
金

し
ま
し
た
。

ン
F

ン
ノ
を
会
期
中
に
企
辿
い
た

哀
コ
ム
ー

に
閲
す
る
特
別
セ

ノ

八
九
五
年
国
際
コ
ム
艮
術

会
議

(
I
R
C
9
5
k
o
B
E
)

で
は
阪
神
大
震
災
を
機
に
現
在

特
に
関
心
を
集
め
て
い
る

口
冗

主

催合

）
日
本
コ
ム
協
会
、

一
九

九
下
年
国
際
コ
ム

技
術
会
議

(l
R
C
9
5
k
o
B
E
)
 

共

催（財
）
関
際
科
学
拡
興
財
団

後

援円
本
学
術
会
議
、
兵
叩
犀
、

神
戸
布
、
神
戸
尚
工
会
議
所
、

貧

）
兵
庫
エ
楽
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

一
几
几
万
作
国
際
ゴ

ム
蚊
術

会
議

(I
R
C
%

K
O
B

ビ
）
窒
録
串
務
同

0
0
7
5
J
.
3
4
1
.
1
6
 

又
は
山
臼
元
負
担
賃
金
に
対
し

人
企
楽

1
/
9
、

1
小
企
業

1

/
8
を
支
給

2
被
災
者
雇
用
奨
励
金

（
対
象
事
業
上

霰
災
に
よ
り
屈
位
し
て
い
た

家
屋
か
全

・
半
壊
し
た
被
災
者

を
平
成
七
年
臼
月

一
R
か
ら
八

年

一
月
三
十

一
Fl
の
問
に
常
用

方
働
者
と
し
て
一屁
い
人
れ
、
八

カ
月
以
卜
継
続
し
て
雇
用
し
た

事
業
斗

②
対
象
旭
域

神
戸
市
な
し
JI
―
市
ー
ニ
町

⑰
支
給
額
人
当
た
り
五
ー
万
円

【問
い
合
わ
せ
先
】

県
労
働
部
雇
川
開
発
郎
詰
合

半
楽
窓
ri
8
3
6
0
.
0
9
8
0
 

1
8
 

,----` ｀̀̀ -----̀`̀  ̀```’ o, § : ～お知らせ～ ： 
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登 ，APEC大阪会議捌催期間中、 大阪 ヽ

録 ， ＇ 者 ，
市内を中心とする高速道路、 一 般道 ’

は 9路で、 交通量を抑制するための規制が 、＇ 
冒 ： 行われますのて、こ袢意下さいu ‘ 
ヽ

に--̀｀̀̀｀̀ `  ̀``------」



平成 7年 9月10日 KOBE会議芹ニニース （平成2年6月22l:J第 3種郵便物紹可） (4) 

罰
回
整
匹
し
ま
し
た
「
な
せ

能
力
間
発
に
取
り
組
む
の
か
」

に
つ
い
て
の
八
項
目
の
目
的
に

対
し
て
、
と
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え

て
み
ま
す
。

一
、
新
入
社
員
、
配
転
者
を
早

く
自
社

（自
職
場
）

の

一
員

に
す
る

晶
は
見
習
い
と
か
、
習
う
よ

り
慣
れ
ろ
と
い
う
育
て
方
か
普

通
で
し
た
。
だ
が
い
つ
ま
で
も

職
場
の
お
客
様
で
、
ほ
や
ぼ
や

し
て
も
ら
っ
て
い
て
は
困
る
。

そ
こ
で
職
場
の
受
け
入
れ
責
任

者
に
、
新
人
に
や
っ
て
も
ら
お

う
と
思
う
什
事
を
、
配
属
前
に

書
き
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ

し
て
職
場
の
靡
準
者
の
人
間
が

打
う
仕
事
の
概
要
を

El標
と
し

て
、
そ
の
間
に
仕
事
の
順
序
、

薙
易
を
考
え
て
、
習
得
事
項
の

ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
表
を
作
っ
て
お

く
。
目
標
時
間
は
白
然
習
得
の

半
分
ぐ
ら
い
の
時
間
で
仕
上
げ

る
こ
と
を

El標
と
し
ま
す
。
揖

導
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
、
こ

う
し
て
職
場
の

一
員
と
し
て
の

仕
事
能
力
の
期
待
像
、
期
待
他

を
明
示
し
、
共
有
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
書
く
と
い
う

と
面
倒
な
よ
う
で
す
か
、
初
め

か
ら
完
全
さ
を
ね
ら
う
必
要
は

よくわかる
ビンネス実務溝廂

あ
り
ま
せ
ん
。

る
形
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

あ
っ
て
、

新
人
敦
育
に
お
い
て
は
、

ま

ず
仕
事
の
や
り
方
を
敦
え
、
次

に
職
場
人
と
し
て
の
行
動
上
の

注
意
点
、

マ
ナ
ー
を
教
え
ま
す
。

そ
れ
か
ら
心
構
え
の
面
を
缶
導

す
る
。
実
際
に
は
こ
の

順
序
が

逆
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
の
て
す
が
、
新
人
に
は
形
式

陶
冶
て
育
て
る
こ
と
か
有
効
な

場
合
が
多
い
の
で
す
。
理
同
理

論
は
第
二
段
階
で
数
え
れ
ば
よ

い
。
新
入
祈
鼠
逹
に
と
っ
て
の

い
ち
は
ん
の
閃
心
串
は
、
自
分

が
従
串
す
る
仕
事
そ
の
も
の
で

仕
事
の
実
際
場
正
に

早
く
触
れ
た
か
っ
て
い
る
は
す

で
す
。

二
、
技
術

・
技
能
の
伝
承
と
発

展白
祉
の
技
術
や
扱
能
の
水
噸

は
、
長
年
培
わ
れ
て
き
た
さ
ま

ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
れ
を
担
い
育
て

て
き
た
人
逹
こ
そ
、
他
か
ら
招

へ
い
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
醤

え
難
い
先
生
で
す
。

よ
く
そ
う

い
う
人
逹
の
名
前
を
冠
し
、
山

本
学
校
と
か
鈴
木
塾
と
か
と
い

、`
）
 

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
か
ら

影
轡
力
の
強
い
職
場
囚
集
団
か

(3) 能力開発8つのアプローチ

と
に
か
く
見
え

誅）神鋼ヒューマン・クリエイト

能力開発研究所長 阪

感 咳f` 
如 ， g̀, 

9 [9, 心 グ→9,9} 

総ヽ ”~ ヽ ，

呵~

ロ 雅 朗

て
き
て
い
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
方
々
に
、
経
営
者
や

菅
迎
者
が
敬
意
と
信
頓
を
ぶ
し
、

物
心
両
面
で
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
、
人
屈
育
戊
の
一
端
を
公

式
に
担
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
す

る
こ
と
が
有
効
で
す
。

昨
今
の
よ
う
に
、
白
動
化
、

メ
カ
ト
ロ
化
が
進
め
ら
れ
る
時

代
に
お
い
て
は
、
在
来
技
能
の

陳
腐
化
と
い
う
こ
と
も
念
頭
に

複
合
扱
能

多
能
化、

化
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
進
め

ら
れ
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

三、

全
社
人
材
の
底
上
け
と
リ

お
い
て
、

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
図
る

現
在
多
く
の
企
業
に
お
い
て

収
り
組
ま
れ
て
い
る
限
屈
別
教

肯
、
職
能
別
教
育
が
目
的
に
し

て
い
る
ニ

ー
ズ
て
す
。

各
従
業
員
か
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
仕
事
を
こ
な
し
て
い
け
る

の
は
、
次
の
能
力
か
備
わ
っ
て

い
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
担
当
す
る
仕
事
に
関
す
る

知
識
や
妓
能
の
カ

②
職
位
上
の
責
任
や
規
則
、

闊
度
に
則
っ
て
仕
平
を
す
る

］
 
）
 

③

人

柄

、

ン
な
ど
人
間
的
能
力

④
 果

的
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ン
ョ

マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
（
効

効
率
的
に
も
の
こ
と

を
す
す
め
る
力
）

⑤
問
顧
解
決
と
改
善
の
能
力

細
か
く
分
け
る
と
キ
リ
か
な

い
の
で
、
こ
の
五
項
目
で
細
部

は
吸
収
す
る
と
し
ま
し
て
、
社

員
の
階
屈
と
各
職
能
系
統
で
タ

テ

・
ヨ
コ
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を

と
し
て
、

つ
く
り
、

に
、
求
め
ら
れ
る
五
項

El
の
内

容
を
貝
体
的
に
分
析
、
検
討
し
、

不
足
の
部
分
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
必
要
な
部
分
を
訓
練
必
要
点

白
己
啓
発
、
0
J
T
、

そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ス
目

o
f
f
J
T
に
よ
っ
て
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

こ
の

ニ
ー
ズ
の
留
意
点
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
傾
域
の
常
識

を
易
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
と
、

そ
の
常
識
を
打
ち
破
ら
せ
る
こ

と
と
の
、

律
背
反
的
使
命
を

こ
の
と
こ
ろ
を
詰
礎
コ
ー
ス
と

ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス

と
い
う
よ

う
な
扱
い
て
、
合
四
的
に
屎
開

し
な
い
と
、
受
講
者
に
混
乱
を

生
し
さ
せ
ま
す
。

四
、
生
産
性
を
高
め
る
技
術
の

導
入
と
活
用

経
営
を
効
率
化
す
る
た
め
の

技
術
は
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま

す
必
要
と
さ
れ
ま
す
し
、
小
は

作
業
方
法
の
改
善
か
ら
、
乎
務

や
エ
ネ
ル
キ
ー
宵
輝
の
合
四
化
、

経
営
ジ
ス
テ
ム
か
ら
人
車
管
岬

シ
ス
テ
ム
の
改
11

平
な
ど
、
企
業

の
構
造
改
革
に
今
る
ま
で
、

そ

の
柾
類
も
内
容
も
多
彩
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
省
埠
技
術
や
手
法

か
、
円
界
中
で
試
さ
れ
訂
価
を

受
け
て
い
ま
す
。
多
く
の
場
合
、

実
績
の
あ
る
由
門
家
の
狙
導
て

導
入
さ
れ
ま
す
が
、
社
内
の
要

所
要
所
に
、
こ

の
姐
埓
を
ま
と

も
に
受
け
と
め
て
、
自
社
の
実

情
に
マ
ノ
チ
し
た
実
践
方
法
を

考
え
る
人
材
を
褐
る
か
得
な
い

か
で
、
成
果
は
ま
っ
た
く
違
っ

て
き
ま
す
。

実
施
さ
れ
る
管
碑
扱
術
そ
の

も
の
の
岬
解
と
併
せ
て
、
介
業

の
風
士
と
し
て
、
従
業
員
の
効

率
化
に
対
す
る
盛
ん
な
恙
欲
の

喚
起
を
図
る
こ
と
か
成
功
へ
の

鍵
と
な
り
ま
す
。

五
、
活
力
あ
る
生
産
性
の
高
い

人
間
集
団
を
つ
く
る

せ
っ
か
く
よ
い
人
か
採
用
て

き
た
の
に
、
居
つ
か
な
く
て
評

め
て
し
ま
わ
れ
た
残
念
さ
を
味

わ
っ
た
経
営
者
も
多
い
と
忠
い

ま
す
。
辞
め
な
い
ま
で
も
、

い

つ
か
は
辞
め
よ
う
と
忠
っ
て
い

る
人
材
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
そ
れ
正
当
な
叫
由
が

あ
っ
て
の
場
合
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
案
外
、
同
囲
の
無

卯
解
や
エ
コ
イ
ス
チ
ノ
ク
な
扱

い
や
、
本
人
の
不
適
応
件
な
ど

か
退
職
を
誘
発
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
連
載
の
第

一
回
日
に
も

触
れ
ま
し
た
か
、
人
材
か
育
つ

た
め
の
環
境
と
し
て
、
仝
社
局

か
旦
い
の
職
業
人
と
し

て
の
成

負

っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ

長
に
貞
献
し
あ
う
企
業
風
土
を

つ
く
る

こ
と
。
そ
の
た
め
に
は

上
司
部
下
と
も
に
、
役
割
愁
識

に
徹
し
た
責
任
感
あ
る
行
動
に

ょ
「
て
、
信
頼
感
、

一
体
感
、

幻
等
感
、
成
長
感
に
あ
ふ
れ

た

職
場
の
人
間
環
塙
づ
く
り
か
必

要
て
す
。

そ
れ
に
は
牡
に
経
営
者
、
酋

人
を
預
か
り
、

叫
監
瞥
者
な
と
、

人
の
仕
事
を
摺
図
す
る
立
場
の

人
々
の
、
深
い
人
間
辿
解
が

て

き
て
い
る
こ
と
か
必
須
条
件
で

す
。
人
間
は
品
労
し
て
て
も
価

徳
あ
る
仕
事
を
し
た
い
と
顧

っ

て
い
ま
す
。

mな
る
仲
良
し
ク

ラ
フ
で
は
な
く
、
成
長
感
を
伴

っ

た
生
茫
蝕
の
高
い
人
間
集
団

つ

く
り
を
目
指
す
管
辿
監
督
者
を

育
て
て
く
た
さ
い
。

六、

最
新
の
技
術
情
韓
の
吸
収

成
長
意
欲
の
高
い
人
逹
は
、

白
ら
専
門
辻
を
購
読
し
た
り
、

学
会
に
参
加
し
た
り
し
て
い

る

こ
と
で
し
ょ
う
。

と
し
て
も
、

会
社
や
上
可

叶
口
に
こ
の
面

で

の
期
待
を
示
し
、
ま
た
機
会
を

与
え
る
工
夫
か
い
り
ま
す
。
技

術
情
恨
に
関
す
る
講
演
会
、
学

会
や
大
学
へ
の
委
託
研
究
／
、

巽
業
柾
交
流
会
な
と
へ
の
参
加

を
、
窓
口
を
決
め
て
副
画
的

に

酋
辿
す
る
こ
と
を
考
え
て
は

い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
単
発

的
に
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、

得
ら
れ
た
清
呪
は
社
内
共
有
的

に
石
川
て
き
る
場
を

上
大
し
て

七
、
当
面
の
繹
営
課
題、

職
場

課
陣
の
中
の
、
能
力
の

不
足

に
よ

っ
て
起
こ
っ
て
い

る
問

題
の
解
決
手
段
と
し
て

標
記
の
よ
う
な
諸
問
題
、
課

題
を
分
析
し
、
「
何
か
わ
か
っ

て
い
な
い
か
ら
」
「
何
が
で
き

な
い
か
ら
」

「
ど
ん
な
心
構
え

か
欠
け
て
い
る
か
ら
」

の
能
力

の
二

要
素
を
分
祈
．
吟
味
し
て
、

必
要
な
能
力
他
の
向
上
を
図
る

と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
能
力
開

発
を
行
い
ま
す
。
問
起
の
発
止

を
能
力
開
発
の
入
口
に
す
る
の

で
す
。

八
、
経
営
戦
略
上
必
要
と
な
る

将
来
の
能
力
を
あ
ら
か
し
め

準
備
す
る
。

海
外
へ
の
新
上
場
の
1

ゾ
地
、

新
市
場
へ
の
進
山
な
ど
に
什

っ

て
、
相
手
国
の
一
――-9
語
、
法
律
、

諸
制
度
な
ど
の
苦
得
と
か
、
新

長
術
、
新
設
備
の
導
入
、

ス
テ
ム
ヘ
の
転
換
ほ
ど
、

ノ

-
l
 

湘
ぐ
将
来

の
布
石
に
対
し
て
あ
ら
か
じ
め

笈
旦
を
育
て
て
お
く
た
め
の
能

力
開
発
て
す
。
経
堂
計
画
、
経

営
戦
略
の
中
に
必
す
人
材
引
向

を
付
属
計
画
と
し
て
考
え
て
く

だ
さ
い
。

こ
、

．
~ヽ
ヽ

t
カ は
じ
め
直
し
の
人
材
育
成
と

鵡
し
て
種
々
述
べ
て
参
り
ま
し

つ
ま
る
と
こ
ろ
、

届
J

台
日
プ

開
発
の

ニ
ー
ス
に
密
荏
し
た
と
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i "Buy KOBE運動＂に一層のこ協力を！ i 
1 9 
; ~「MADEIN KOBE商品情報 voL3」発行 ～ ； 
! 
！ 本所ては、市内企業の復腿を支援するため、市内 i ， 
i 企業の製品 。商品を優先的に購入して頂くことなど ； 
｝ を内容とする 'BuyKOB門 運動’' を展開 してい ； 
！ ます。その一環として本所会員企柴の商品情報を冊 ！ 

！ 
I 千にまとめ、広く全国の企業 ・団休などに発信して ； 

i 
おりますが、今回、 「MADElN l<OBE商品情報 ：うをに原こ

t 
, V(）L 3」を発行しました。 ：と確な点ろ

ヽ しヽ言忍~ ら にか、ヽ 同冊子は、本所会員企業が市内で企咄l・開発また ；ぅ しず：寸．ら
： は製造した商品が61社 ・149品目掲載されています。 ！こな ‘ち 手こ

｀ 
； 会員企業におかれましても、市内製品 ・尚品の優 そ

§とが町戻を
：しこら点つつ

！ 先的購人にご協カ卜さい。 Iな進突てけ
： りりめ破‘る

！ 【問い合わせ先】 庄業部 む，303-5805 ；ままで網と
、 ヽすし成羅い、 ;・o
，今，9'今ヽ9・ぞ99 ~―,,今99 - ’’•一.,, . .,, ク ・、 今 ヽ' 今 99’_,．-9’’今，9ト-’’9-•9’ - ’’ 今 "'拿 、, , 今 •9 9 9 • 99今99＿今・,ー＇そ • ょ果的う

(8月18日現在）

日 本 ヘ の 輸 出 皮製品／ジーン製品／キ ャノ ラ・オ
力 ナ ダ DIAMOND IMPEX 204-774-6216 イJレ

商 ロ 名 国 名 企 業 名 F A X 幣い木材製品（床・家具） アメ リカ ROUSSELLE TRA「)Tl¥GCO 502-709-5995 ロロ
I 

文房貝！皮製品／小物電機製品 香 港 ALVIN 1吐M)じじC'『SCO. 852-2fil 9-1998 日 本 か ら の 輸 入

オモチャ 99 CHART 01¥F: I」'|̀|）． 852-2528 4151 尚 D 
名 国 名 企 業 名 F A X ロロ

デニム製品I繊絆製 ， ’~, 9/ STAT,LI(）N FASIII(）NしTD 852-2304-0(i27 セラミ yクタ イル／モザイクタイル 呑 港 k「NWIKC C(）． 852-2781-4582 

皮製品／造化 /9 EAGLE :JOBLE ENTERPRISE 852-2357-l:302 マッチ製造機 イソトネシア AVS ROT‘(） CR.AVURE CYT,IN 6621083 DER 

医用備品I薬剤 ム
湾 EMER ENTERPRISE CO 02-9214293 中古車／中古エンジン／工業用楽品 バンクラデシュ OCEANUS K¥fTERPRISE LTD 880-2 832954 ロ

ニ j l、製品／タオル／羽毛製品／靴 中 匡lZI—IKJIA:\iC.; TEX『ILESCOi庄 0571-2628227 中占中：／中古ェンジン／中古船用 99 WOlえL,DWIDEEN'『EHl-'111SR 880 3 1610988 ーデ・ィー岳ル
I 

ス）テン レス刃物製造機械C合弁要 1¥AAYl’ÀIH STAIN I」ESSS'「EELカニ仔詰／フカヒレス ープ シンガポール GO」」)じNI・,＇LAG'『RAl)|NG I__,1‘D 65-273 87ml 99 880 2-862150 求 T-』r「'T)．

菓子／デザート 99 SHI CHENG SH! PT!';"G GONG 6 5 2 8 1 -9 ()8 3 中―I―車 99 G REEN HOUSE 880-3-1610917 Ll 

洞糸＇コ佃表JロLJロ！＇9語,'ロ スカーフ 99 MIDO TF:XT!l戊 l,Tn 65 297-1290 中古車／11]古ディーゼルエ ンジン ;； P.H P TR.A DE INTERNA'TTON 880-3-1Gl0020 八L-- -• 9 
塩ヅケ ・クラゲ 夕 ィIHENl1Y G(：）尺「）（●）)¥:lNT'L CO. 662 2152(i(i8 中古車／紙製品 9/ FATEMA TRADING CORP. 880+ 1610200 

茶ノ木油／ユーカリ油 オーストラ，）ア 13USH丁』．li:AF M A RKnT『NG i 07 269-5017 中古車／巾古オフセ y 卜印刷機 ミャンマ ー MI !VI I KJ-1 L¥ TNG-INT l~RTRADE 951-27797 

乾燥魚 /I C A. ll¥"PEX 02 764-14!)8 一級（鉛失品）（鉄仮・コイル）／スクラ ッ バキスタソ AALM詞 RUSSINESSrNT’l, 92-42-6811457 プ）

ナメン皮／皮製品／繊維製品 パキスタン e¥l」~AIMSTRA「)1rns 92 21 262[i805 紙製品／丁梁用兼品／中占機械 " '[UGl-llAQ & SONS T」1T) 92-21-2418128 

スボーツ用ボール各秤 II K. I3. ASSOCTATE 92-43-259:J I 11 I 中占機械 イ ン’ ド l--fTGH-TECII JND. LTD I 80-334-;305 
ジュート製品／皮I'繊維製品 バソグラデシュ SIMCO 880-Z8G7055 中占プラスチッ ク成形機 99 FALCON ENTERPRISES 80-554 5906 

燃糸各柿／女性下溢 ヨルダン TEXTlT-Jn l¥J「)．&COM)¥．ICO 65498(i ペット用製晶 イスラエル Sf.¥L'TT ACRICULTURAT』SU13 972-8-2(j2669 PLlES 

スクラップ（鉄・非鉄金属） クウェ ート AL-Y(）1JSIFT (］FトF9FAT」↑R!＼t) 965-4839928 綿糸！繊維製晶 イ フ ン'STJEDKIS CO. 5 6 3 3 0 1 9 ・[NG 

スイノチ／プラク／手工芸品 イ ラ ン』TRAN ULDじZCOM'¥1ERCE 98-41-57:357 内科及外科用供給備品 エジプト EBA • HISHAM IIANBAL :i603272 

スクラソプ（鉄・頁鍮） エチオピア Mi¥RKCET INTERNATlONi-¥L 251-1-552999 モーターパイク ・エンジソ・部品 モーリジャス J.RTRADlNC 230 087882 

綿化／果物カンヅメ ／オリープ ギリシャ ACTIVE TK¥DE 30:i 1-288107 綿プリソト ・ボイル ジ プ チ OMAH AHMED A CA恥ADI 35 04-70 

CDソフト イギリス MEI)IA ［国）DUCTSUK LTD. 41-l『1-58.1-3394 レーサープリンター純訂部品 デンマ ーク GじNNi¥HGUDMUNDSS()〗1/S [託-53 759666 

海外から本所に寄せられた引き合いレターの内容の一部です。
オリジナルレターは本所で閲院できます。

【問い合わせ先】 国際部 む303-5806



(5) KOBE会議所ニニース （平成 2年6月22日第3種郵便物認可） 平成 7年9月10日

掲載情報についてのお間い合わせは、

業所にお顧いします。

直接下記の事 経済情報センターも303。5812

掲載無料
会員の皆様の新製品や自慢の
技術、各種サー ビス情報をお寄
せ下さい。所定の用紙を送付致
します。なお、紙面の関係上、掲
載の採否に関しましては、編集
部にご一任下さい。

【会社概要】社名／業種／資本金／所在地／電話番号

港湾施設にゴム製品の技術をお役立て下さい
ユーコーヒーウエシマオリジナルの

コーヒーをぜひ一度お飲み下さい
ベストセラー会計ソフト「大番頭」シリーズ半額販売

港湾で使われるゴム製品と言えは、 まずゴム防げん材を思い浮か

べますが、もっと他にもゴムが役立つところはありませんか。

当社は、コム防げん材をより有効に使っていただくために、大手

ゴムメーカーが設立した会社で、船舶の接岸状況を含めてご使用巾

の岸壁についての調査を行っています。防げん材のみならず港湾施

設とその工事にゴムが使える可能性についても、ご相談いただければ

ェキスパートか応じさせていただきます。

【会社概要】 (#OSRlマリンサービス／港湾施設の調査 ・設計 ・
施工／l,000万円／巾央図琴ノ緒町 4-3-3／岱 242-74

4 l 

層
nいが

ヘ

2
Y雹

授

l し、

、ヽ
創業対象15年、神戸に生まれて70

年余年、ユーコーヒーウェシマがお届

けする コクと風味にこだわった珈琲通

のための本格派珈琲です。

それは水年鑑われた優れた珈琲焙

煎技術が作りだす歴史と伝統の味で

す。自然の恵みと神戸文化がおりな

す珈琲の味で心安まるひとときをお楽しみ下さい。

「神戸からの香り」オリジナル缶"o・;;ク3本入 3,000円。

, ？；，'：`' 

ぷ＼
泰

【会社概要】（株）ウェシマ／コーヒー（製造） ・食品（輸人）の販

売／9,000万円／中央区二宮町 1-」0-23／fl272-5700

ミルキーウェイ社のベストセラーソフト「大番敢」が今なら半額で

喋入いただけます。 ミルキーウェイ社の 「がんばれ神戸キャンペーン」

は神戸市など被災地区の企業を対象に大番頚、小番頭（財務会計）、

大富褻（販売管理）、大人袋（給与）を市価の半額で提供するキャ

ンペーンです。

アイテックはミルキーウェイ社の製品以外にも、日本マイコン販売

社の 「弥生」シリーズなど業務向けソフトをいろいろと取り扱ってお

り、抜群の実績に裏付けられた出張指導サービスや各地の諧習会と

いった「パソコンの操作指導」か中心業務です。

（会社概要】 （¥,l')アイテック／パソコン教室、出張操作指導、販売

/1, 000万円／中央区御幸通6-1 -15みゆぎビ）レ／fl261-8
2 8 1 

神戸で唯一の割烹食器専門店の
ショールームがハンター坂にオープン 環境機器の販売店を募集しています リ ス卜 ラ の 経営戦略

当社では従来の本社ジョールームに加えて三

宮に割烹食器専門のジョールームをオープンし

ました。従来から和食器に特にこだわって各産

地より集めており、神戸では私共か唯 一のIむで
す。清水焼き、有田焼、美の焼きの他 各地の

食器が店内に並ぺられており、多くの料理店オーナーや職人さんに

非常に好評です。とくにこのたひは、震災後の復興を計画されてい

る方にはいろいろご相談に応じ、お店の再建を社員一 同お手伝いさ

せて頂いています。ぜひ大好評のショーJレームで新しいメニューを創

作して下さい。

【会社概要］ （樹神栄閲事／業務用高級和食器卸／200万円／中央
区山本通 2ハンター坂リラインスケートビル 1階／匹 261-24
8 4 

（家庭用生：ゴミ処迎器レミディー ・ペッ ト］0 「レミティ ー・ バイ
ォ」ですばやく処理し、いやな臭いや虫の発仕を抑制します。〇電
気を使わないので、どこにでも設置できます。〇車輪付きで移動が

楽にできます。 〇木休処耶槽は超高分子量ポリエチレン製、攪拌煎
はステンレス製で耐食性に優れています。

（世界初の活性水蛇□J活性水蛇□「カーツ」 の力て水道水が入
然の生きた水によみがえる。 〇生きた水だから、食ぺるもの飲むもの

に、おいしさがよみがえります。また、お肌を活性化 します。植木や
花の給水にも最適です。
〔全自勁2411寺間風呂］ 024時間マイコン制御、ンステム。〇ろ材自
動洸浄機能。〇浄化保温殺菌システム。 Oコンパクト ・静音設討。
〇 うれしい節水効果。〇セーフティ ー機構。

（会社概要】図光林／環境機器販売／3,000万円／中央区浜辺通
4 - 1 -2:,／匹 222-6939

〇阪神大膜災からの，r．ち上がり〇不況にも禾lJ益を蓄積し、賓命繰り
に も安定した経営体質に改善—以上の経営指導をします。
■経営指導30年の実績があり、 あらゆる業種のノウハウを保有 して
います。（大学でも教えています）年商101意円から100億円の経営者
の方、安心 してご相談下さい。（無料相談 5社まで受付中）
■払たちの経営指導により、銀行から見放された死に体の企業が、
数年で無借金経営に生まれ変わっています。
■指導の手順は①企業実態の診断②問縣点のあふり出し③改善プラ
ンの作成④関係者の教育研修⑤実務指導⑥月次改善結果のチ ェノ

ク⑦経営者トソプとの調整会議となります。
■改善珀項は①人事②財務③営業④法務をはじめ経営活動全般に
ついてのリストラです。

【会社概要】 経営コンサルタント百合岡串務所／経営コンサルタン
ト業／400万円／兵限区塚木通 7-2 -19／匹 57 7 -6 7 2 2 

クレジット通話サービスに
「NTTカードC。プラス」新登場 「西村屋・たじま路」自慢の特製炉焼ステーキ

パソコンからキャプテン画面が見える
ツールの案内とソフトを格安販売

カードを挿人するだけでお客様かあ

らかしめ登録した通話先 (1カ所）へ
自動的にダイヤルするオートダイヤル機

能を付加した 「NTTカードC ・プラ
ス」が新登場。
］枚のカードには、 2つの挿入方向
があり①あらかじめ登録する適話先
(20カ所まで）に対して、従来のNT

’l‘カードCと同様に暗証番号と通話先電話番号をダイヤルする②あら
かじめ登録する遥話先 （1カ所）に対し、カードを押入するだけて白
動的にダイヤ）レてきる により使い分けが可能。利用に当たっては、
クレジ，，ト適話サービスと遥話先限定サービスの契約などが必要。

［会社概要］ 1::1木電｛言電話（聡神斤支店／固内電気通信／7,800億
P]／中央区前町 1／岱 33 2 -9 0 3 8 

1階炉焼席にて、料理長が丹精込
めて備長炭にてじっくりと焼き上げる

“神戸牛’'のステーキ、また四季折々

のt毎の幸、山の幸を落ち着いた雰囲
気の中でごゆっくり と御賞味下さいま

せ。当店独自の吟醸酒もご用慈いた

しております。

炉焼コース6,000円、一品筵理10,000円より。本掲載紙をお持ち

のお客様生ビール1杯サービス。

【会社概要】閤西村屋フーズコム／飲食店／5,000万円／中央区磯

上通7-l -20／合 291-0216

キャプテンは神戸市内に設圏してある街頭端末機から神戸市の行

政清報やゴルフ場、野球場、テニス場などの抽選申し込みかできま

す。今回自宅などでパソコ ンをお持ちの方も次の方法により、キャプ

テンの使）―l]が可能となりました。①タウンロードセンタ （匹0J.20-l 
66275)が開設されフリーダイヤルでキャプテンソフトか無料で受信
できる。②同番号でパソコンによるVTX （第 1種ビデオテ、ノクス
通信網 ）申込受付 も可能③お試し利用サーヒス（匹0120-166017) 
も可能④FDを神戸ボートキャプテン（籾からキャプテン＼Vindows)坂
を送料込みで配布中です。神戸ボートキャプテンヘの接続番号は166
81100であじさいネットヘは16681102です。いずれもVTX網によ

り接続して下さい。

［会社概要】神戸ボートキャプテン（株）／情報提供／ 4低円／中央
区前II「TlNTT新神戸ビル6階／匹 333-0010

フロン、 トリクロロエタン、塩化メチレンなどの代替洗浄剤 テジタルアルバム(CD-ROM)製作 お店、 お部屋にお花を咲かせませんか

1.油 t生物質微粒体による付着物除去、抜群洗浄・プ］ 2. 他社
の洗浄斉I」と異なるメカニスム、イオ ン分解、表面張力低下、静電気
防止、帯電防止、乳化作用溶解作用などの機能を備える 3.化
学腐食作用の弱いアルカリ性枯性のない液体、解離度が小さく化学
作用のない安全な洗浄剤 4，金属表面に強力な防さび力、もI.:浄
後水洗いしない場合は極皮膜を形成自然放瀧状態で良期防さひ力あ
り
製鉄 ・鋼材加工生産工場のライン設備などの整備洗浄用、金属加
工機閃連産業部品の脱脂洸浄、エ作機械如Jプ）殿器の洗浄整価用、
白動車車両などのキャブレータ ミッジョンカパー ・エンジン解体洗
浄用、内燃機のボディーなど各装備機器の整備洗浄用に位）］効果を
発抑、また化学製品、油脂製造閃連の主要機器、タンク 、配菅、
液送機器などの洗浄、汚染された壁面床面の洗浄。

［会社概要］ で．浦栢機（閲／機械金属工臭 ・卸売楽／ 1,000万円／
兵庫区西仲町 ］ー：LO／も 67 ] - ．L 6 1 8 

CD-ROMはマルチメディアの

媒体として脚光を浴びています。 ビデ

オとは異なり欲しい時に欲しいい的の

もの（写呉 ・ビデオ ・音声 ・文字）

を見ることができるという環境は、会

社案内 ・電子カタログ・データベース ・

ケーム ・教育・趣味とさまざまな形で

利用されています。当社ではウィントウズ環境での CD-RONIの
製作をわっており、貴社のニーズや目的にあった CD-ROMの企
画 ・製作についてお役にたてると存じます。

【会社概要】 （椋又尚堂／印刷業／2,000万円／兵庫区下沢通 3-

4-ll／岱 577-1266

•9:'，ふ
攣 c-

が夕 ～ 

移りゆく季節、夏のさわやがな朝から実り盟か
な秋へ。季節を折り込んだアレンジメントされた
在を窓辺にいかが 1フラワーコーディネーターが
和洋アレンジメン トにより、どのようなお部屋で
も色どり業かに演出しております。また、創作草
花のため花弁などの汚れ、手入れも一切必要あり
ません。 1カ月ごとのお取り替え （花器等含む）
にて、四季の花々が華やかにお客様をお迎えいた
します。お部屋に明るい雰囲気と豪奢なアレン・；；
メントをお楽しみ下さい。

標準価格1．ま 1カ月リース3,000円。 ご希望に応 じてご相談を承っ
ております。なお今国スペシャルキャンペーンにより 1カ月問無料サー
ビスとなっております。

［会社概要］ フローラル ・アート ツインクル J 1.. ／フ ラワーリ ー
ス／垂水区名谷町猿倉290-6／合 70 7 -0 2 2 3 

パソコン・ウィンドウズ対応
地図情報システム

今回の震災では、各機関が地図上に被
災状況を記録 ・分祈し、 今後の地窟など

の対策に利用している。また1図而や重製な
データの紛失などで危機管型が脚光をあび
ている。このソフ トは地図や図而のコント
ロー）レはもちろんのこと、オプションで図

而管理ヽノステムを持っている。用途は自冶体などの地図情報システ

ムや図面管理、マーケティングや出店計画など幅広く 、 電話番弓や
住所、会社名などて場所を表示したり、目的のビ）レの文字情報、写

真、クラフそして動画までを瞬店に表視できる。パ‘ノコンのウィン ト
ウズで稼働するため、機稲にこだわらず低価格で禾l]用てきる。

（会社概要］ （有）ルカ ・インターナジョナル／ コンピューターソフトウェ

ア開発 ・販売／l00万円／中央区熊内町4-8-4カナャラルビル
／む 261-2141

GEO DLL 協同事業者を求む

弊社は中国人経営の総合貿易商社で、 1::1中両国問の各種貿易を
行っています。上要な事業は中国から日本へ建築材料の輸入、具体
的には、板カラス、 ミラーカラス、化学薬品のi喩入です。 同時に、

IJ本から中国へ硝了製造設備、硝子加工概械、部品、価品、各種
厭材剌の輸出を行い、また合弁事業及び技術似与、業界における交
流活動の仲介、あっせんを行います。なかでも「中国国際硝子工業

展示会」への出展を手配し、見学 ・視察団を組織引率して中国を
訪問するなど多方面に活躍しています。

［協同経営の条件 ］1. 各神商事の日本における業務の一切を共
同で行う。 2．費用は双方の話し合いで定める0 3'利益の分配は
各々の出した費用及び担当した業務の割合で行う合

（会社概要】洛神商事（有）／機械 ・建築資材 ・化工材斜輸出入、日

本企業の市場開拓に関する仲介／300万円／ 中央区港島中町 2
4 - 1 -70-815/t 3 0 3-4 2 7 3 

応援します。あなたのお店

弊社では、震災時より大手スーパーを含む

各商店及ひ飲食店からオフィスに至るまで、

さまざまな災害復1日物件を手掛けてま いりま

した。ローコストでお店を復活させたい方、

新たに店舗経営をお考えの方のために各種陳

列什器及び事務出家具などを、格安にて販

売・リ ース致します。また各種内装工事をご

予算に応じて副画から施工までを応援致しま

す。多少にかかわらずこ相談、ご一報下さい。

心よりお待ちしております。

［会社概要】 （栂ユーンステム神戸／オフィス ・ストアの設計、施工、

販売、リース／750万円／灘区摩耶埠頭 l-302／匹 861-22
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ーシーエス
――ズに総合力でお応えします。一

は、

さくら銀行をはじめ、多種多様な情報処理分野で蓄積したノウハウを持つ情報処理

サービス。広汎な知識分野に、多数の優秀なシステムエンジニアが挑むソフトウェア

開発。富士通のティ ーラーであり、ユーザーであるからできる適切なシステム導入支

援とコンピコータの販売。

さくらケーシーエスはこの3つの力を総合力に高め、
ルーションでお応えする総合情報サービス企業です。

゜
゜

お客様のニーズにトータルソ

株式会社さくらケーシーエス
本社／〒650神戸市中央区

TEL C078) 391-6571iit) 
東京本社I〒I03東京都中央区日本橋室町4-5-1

TEL (03) 5200-1771 
事業所／大阪、奈良、明石、姫路、岡山、鳥取

播 磨 町

゜
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／
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縁
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／
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司
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司
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／
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潤
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／
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l＿一
郎
／
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／
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狭
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澤
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／
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近
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／
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又
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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澤
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／
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／
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イ
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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ボ
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／
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／
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台
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／
北
区
山
工
町
小
部

字
南

111

ー
臼
万
ハI
-
I
七

ノヽ

L
C
プ

（株
）
い
ち
み
ね
／
峯
孝
之
助
／

兵
庫
区
本
町
ニ
ー

―-|-I一八

（
有
）
こ
う
へ
と
い

つ
ば
ん
／
中

村
良
平
／
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／
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／
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光
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／
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0
—

ベノ・
ヒ

-
C
-

若
築
建
設
（
株
）
神
戸
営
業
所
／

田
村
吉
輝
／
東
贔
区
魚
崎
山
町

．、

-
|
-
―
ー
，／

浅
間
昇
／
布
引
叩
気
丁
業
所
／

長
田
区
卜
池
田
―
―
-
|
-
―
|
-]-―

加
田
野
静
雄
／
加
田
野
宅
ノ
バ
上

業
所
／
平
水
区
歌
敷
山
四

ー

一
ー
八
――-

露
本
博
之
／
露
本
建
飾
／
北
区

泉
合
四
ー
五
ー
一
―

堂
原
湧
――-
／
リ
ヒ
ン
ク
神
戸

人
厨
／
湿

IX人
和
町
下
ー
五
ー

-
I
h
0
ーも

前
田
和
穂
／
神
戸
砂
築
肢
術
研

究
所
／
束
犀
似
甲
而
台
ニ
ー
＝

村
上
雅
美
／
村
卜
薗
肛
／
束
噸

区
西
岡
本
―
-
i
-
―
-
I

-

八
島
茂
徳
／
八
島
総
合
建
設
／

灘
区
中
原
通
六
I
T
I
-

山
口
悦
次
／
丸
失
工
建
／
叫
度

伊
川
谷
町
閥
和
一
六
ー
七
0

（有
）
ア
ー
ビ
ー
ロ

ー
ド
／
小
危

博
／
中
央
区
北
野
町

一
ォ
ー
パ

B
-
F
占
い
ハ
ウ
ス
ク
イ
ー

ン

寸）
 （株
）
ア
イ
デ
ム
神
戸
営
業
所
／

針
谷
信

n／
口
央
区

元
町
遁
ハ
ー

ー
八
束
栄
ビ
ル
七
0
丁

（株
）
ア
ン
タ
ス
／
J
持
降
三
／

中
央
戻
磯
卜
酒
八

ー
一
ー
一
九

カ
サ
ベ

ラ
ビ
ル

（有
）看
護
組
織
開
発
研
究
所
／

杉
野
元
了
／
須
磨
区
神
の
谷
五
ー

↑
ノヽ

L
I
¥

-
1
 

（

ー
／

（有
）神
戸
総
研
ア
シ
ス
ト
／
浪

湿
静
男／
北
区
南五
＂
集―
―
—八ー

――-
土
|
-
―
―

（
株
）
コ

ハ
タ
／
藤
月
和
辛
／

1

央
区
末
町
一
―

一束
UJ
ビ
ル

〔
情
報
文
化
部
会
〕

〔
交
通
観
光
部
会
〕

[
海
運
部
会
〕

カ
ワ
コ
ー
（
株
）／
川
卜
博
照
／

虞

区
栄
町
通
石
I
-
I
一
七
ー

――
-0
-
―
 

（
株
）
協
同
エ
ク
ス
プ
レ
ス
／
山

下
義
則
／
東
靡
区
件
吉
本
町

一ー

LI
|
-
L
 

-
P

ブ

（株）
古
泉
閣
／
金
井
宏
吏
／
北

戻
白
馬
町

一
四
五
石
ー
一

（有）

サ
ム
テ
ィ
／
篠
塚
謁
了
／

中
央
区
下
山
丁
通
四
ー
七
ー
一

元
泉
ビ
ル

一
F

（有
）
ニ
コ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
ー

ビ
ス
／
士
居
辛
男
／
北
区
ひ

よ

ど
り
合
―
|
-
|
-

―一
じ
ー
八

ぅ―9ヽ坂
部
弘
牟
／
ミ
ュ
ー
ジ
ソ
ク
ス

タ
ジ
オ

k
／
畠
区
深

m町
―

|

三
ー
五

谷
口
早
苗
／
円
本
料
迎

さ
な

え
／
中
央
区
下
山
手
通

一
I
-

-|.―
-
O
T
N
I
II
ピ
ル

-F

吉
田
正
大
／
山
田
連
送
止
／
束

贔
区
深
見
凹
町
四ー

一
―
—
二

六 山
中
正
樹
／
麻
香
イ
ン
テ
リ
ア

／
北
区
屁
の
チ
台
北
町
五
ー

二

)

•LI 

C

I

IJ 

山
本
孝
信
／
エ

ー
シ
ー
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
／
中
央
区
八
幡
通
四
ー

-
|
―
六
第
．
四
為
ビ
ル

（株
）
日
研
／
瀬
戸
口
邦
訓
／
中

央
区
栄
附
西
一

ー

一
ー

九
束
方

ピ
ル
石
F

今
井
俊
美
／
ア

ー
ト
オ
フ
ィ
ス

イ
マ
イ
／
須
磨
区
高
合
台
七
ー

.
-
|
＿

八

杭
瀬
秀
和
／
あ
さ
ひ
は
り
院
／

北
区
，図
五
葉
―
I

-|―

八
川

ト
ピ
Jv

―-0-

後
藤
英
雄
／
後
膵
会
計
市
務
所

／
束
靡
区
岡
本
五
ー
八
ー
七

芝
原
禁
／
エ

リ
ア
／
西
区
枝
吉

四
ー
一

四
六
円
応
ビ

ル―
-F

菅
原
行
雄
／
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
フ

オ
フ
ィ
ス

ア
ド
ニ
ス

／
中
央

区
花
隈
町
―

一ー
六
第
二
人
知

ヒ
ル
万

F

武
美
雪
／
近
畿
調
杏
協
会
神
戸

／
中
央
区
は
戸
WJ
1
0
'
.
J
高
砂

ビ
ル

一――

―
ニ

谷
村
正
則
／
谷
村
正
則
説
痒
上

宇
務
所
／
中
央
区
栄
町
通
―
-
|

T
I
四
ポ
イ
ン
ト
タ
ワ
ー
ビ
ル

四
C
l

中
村
淳
子
／
蓉
ら
し
の
芍
小
屋

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
／
中
央
区

湛
島
中
町
＝――

|

-
|
．
|
-
.
I

]
ニ
―

平
井
清
美
／
平
井
社
会
科
学
研

究
所
／
平
水
区
多
間
合
三
ー

一

八

I
C
―-
入
|

-
0
ニ

宰
本
善
二
／
宮
本
口
刷
／
長
田

区
束
尻
池
町
＇ハー
ニ
ー

三
ハ

山
口
勧
／
カ
ソ
ト
マ
ン
ゴ
リ

／
中
央
区
旭
通

―-|
-

0
_
jハ

戸
ハ
イ
ツ
一
F

横
井
啓
二
／
カ
ソ
ト
ハ
ウ
ス

ス
マ
イ
ル
ト
ー
ホ
ー
／
兵
庫
区l

菊
水
町

一
0
|
-
＿九

I
―
―
夢

野
ト
ー
ホ
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ス
ト
ア
ー
ニ
F

ソ
ー
ケ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
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（
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／
声
山
，
辛
男
／
人
阪
市
中
央
区

道
修
町
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-
|
-
0
山
1
ビ

ル
七
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松
馬
（
株
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（
瑾
美
苑
）
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松
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京
都
市
卜
京
に
新
附
遥

四
条
ド
ル
四
条
町

一育
九
I
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飯
村
昭
朋
／
飯
村
歯
利
医
院
／

中
央
区
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間
通
ニ
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三
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七
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）
兵
庫
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総
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保
健
協
会
／

貝
原
俊
辰
／
兵
庫
区
本
町

一ー

—
＿
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特
別
会
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(7) KOBE会議所ニュース （平成2年 6月22日第 3種郵便物諮可） 平成 7年9月10日

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
ゾ
ス
テ
ム
導

入
の
日
的
は
、
介
柴
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
時
代
に
よ
っ

て
も
異
な
っ
て
い
る
。

一
九
1

ハ

五
年
前
後
に
は
、
事
務
改
善
の

メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、
七
石

年
頃
に
は
、
全
祉
的
業
務
改
善

連
動
や

O
A
機
器
を
活
用
す
る

た
め
に
、
そ
し
て
八
五
年
頃
か

ら
は
、
オ
フ
ィ
ス
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
や
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
新
築
に

仔
う
ニ
ュ
ー
オ
フ
ィ
ス
化
の
一

環
と
し
て
、
そ
れ
そ
れ
フ
ァ
イ

リ
ン
グ
か
導
入
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
パ
プ
ル
全
盛
時
に
は
、

> 

i也

・
オ
フ

ィ
ス
環
境
の
整
備
な
ど

別
掲
の
グ
ラ
フ
は
、
オ
フ
ィ

活
用

価
高
騰
と
も
か
ら
み
省
ス
ペ
ー

ス
化
を
目
指
し
、

ハ
フ
ル
後
は
、

リ
ス
ト
ラ
の
一
環
と
し
て
導
入

さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
導

入
口
的
は
、
表
現
の
違
い
こ
そ

あ
れ
大
同
小
異
で
あ
る
。

・
情
糧
の
活
性
化
、
効
率
店
用

・
事
務
作
楽
の
効
率
化

・
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ

ー
ス
の
有
効

ス
ワ
ー
カ
ー
の
一
日
の
業
務
時

間
妃
分
で
あ
る
が
、
資
料
の
読

解

・
思
索
を
含
め
て
、
書
類
閃

連
業
務
に
半
分
以
上
を
費
や
し

て
い
る
こ
と
か
わ
か
る
。
（
社

団
法
人

・
日
本

0

A
協
会
、

尋
オ
フ
ィ
ス
オ

ー
ト
メ
ー
ン

m

ン
実
態
調
査
報
佳
吉
」
よ
り
引

用

・
編
集
）
こ
う
し
た
時
即

配
分
の
も
と
で
、
無
駄
な
時
間

が
多
く
、
減
ら
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
業
務
は
、
電
話
を
筆
頭

に
宮
類
作
成
、
コ
ピ
ー
印
刷
、

書
類
探
し
時
間
な
ど
で
あ
り
、

書
類
探
し
に
つ
い
て
は
、

一
日

の
業
務
間
間
の
う
ち
、
男
子
一

般
職
て
一
卜
七
分
、
女
了
一
般

職
て
―
―
十
四
分
、
管
罪
職
で
ト

を
~

ぐ

．ク
~ン
と
リ
る
イ
す
ァ
入
フ
導゜

ヒ
分
、
平
均
て
は
約
二
十
万
分

程
度
を
あ
て
ら
れ
て
い
る
と
の

報
岩
が
あ
る
。

「
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
導
入
し

た
ら
、
い
く
ら
儲
か
り
ま
す
か
こ

と
い
う
質
問
も
あ
る
。
導
入
効

采
は
、
情
報
の
11
雀

化
や
活
用
、

オ
フ
ィ
ス
整
備
に
よ
る
仕
車
の

し
や
す
い
環
境
作
り
、
社
員
の

急
識
改
革
な
と
、
多
分
に
質
的

な
面
で
の
改
菩
か
主
体
で
あ
り
、

そ
の
効
果
を
数
仙
化
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
ン

ス
テ
ム
は
、
そ
れ
を
導
人
す
る

こ
と
か
目
的
で
は

な
い
。
瑯
入
し
た

シ
ス
テ
ム
を
的
確

に
連
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
オ
フ
ィ

ス
部
門
の
生
産
性

を
向
土
さ
せ
る
一

手
段
で
あ
る
と
の

認
識
か
大
切
で
あ

る。
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姿料読解 ・
思索

15.0% 

' ¥ 
会諾打ち

16.0% 
----/ I ¥ a,与

ファ
話 ／ I ¥書類整理・
5%／ 

外出 ・ 食華 •
麟 ・11木憩＼ 13., 
動
10.0% 

業務時間配分

噂
人
効
果
を
数
値
化
す
る
こ

と
は
鋪
し
い
と
述
べ
た
が
、

あ

え
て
期
待
効
果
を
数
値
化
す
る

と
す
れ
ば
、
宝
類
探
し
時
間
の

短
縮
に
よ
る
タ
イ
ム
セ

ー
ビ
ン

グ
効
果
と
、
書
類
保
有
ス
ペ
ー

ス
の
削
減
に
付
う
ス
ペ
ー
ス
セ
ー

ビ
ン
グ
効
果
か
あ
る
。

タ
イ
ム
セ

ー
ビ
ン
グ
効
果
は
、

書
類
捜
し
の
短
縮
時
問
と
人
件

費
、
ス
ペ
ー
ス
セ
ー
ビ
ン
グ
効

果
は
、
書
類
保
有
ス
ペ
ー
ス
の

変
化
と
オ
フ
ィ
ス
貨
貸
料
に
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
求
め
る
こ
と
か
で

コ
ク
ヨ
株
式
会
社

）

〔

池

田

宏

社
員
数
：．
右
十
人
、
平
均
年

収

：
四
百
万
十
万
円
、
勤
務
時

間

：
八
時
間
、
年
間
勁
租
日
数

：

二
百
四
十
日
、
オ
フ
ィ
ス
賃
貸

料
／
月
・
坪
・・

一
・
万
万
刀
、

一
人
当
り
の
書
類
保
有
屈
：
万

闘
、
魯
類
探
し
平
均
時
間

：

一

十
わ
分
の
介
業
を
倒
戸
と
幻
、

専
入
幼
果
を
数
価
化
し
て
み
よ

゜
{、ク

計
算
の
過
程
は
省
略
す
る
が
、

書
類
探
し
時
間
が

一ー
石
分
か

ら
卜
五
分
へ

十
分
間
短
縮
て
き

る
時
、
タ
イ
ム
セ
ー
ビ
ン
グ
効

采
は
年
問
四
百
六
十
八
万
円
、

一
人
当
り
の
書
類
保
有
望
が
万

Frn
か
ら
．
一

Fm
に
減
呈
で
き
る
吠

ス
ペ
ー
ス
セ
ー
ビ
ン
グ
効
果
は

年
間
百
四
十
一
カ
円
と
そ
れ
そ

れ
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
に

な
る
。

き
る
。

れ
て
面
年
日
に
あ
た
る
こ
と
も
あ
り
、
そ

ま
し
た
。

そ
し
て
、

シ
ョ
ン
に
も
、

エ
レ
ガ
ン
ス
が
帰
っ
て
き

今
年
は
映
両
が
生
ま

る
ク
ラ
ジ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
。
男
性
の
フ
ァ
ッ

十
八
世
紀
頃
に
誕
生
し
、

の
必
需
品
と
な
っ
た
ネ
ク
タ
イ
。

イ
デ

ー
カ
ジ
ュ
ア
ル
」
が
取
り
ざ
た
さ
れ
、

世
の
中
が
ラ
フ
な
方
同
に
流
れ
て
い
っ
て

「
フ
ラ

今
で
は
男
性

今
年
の
秋
冬
フ
ァ
ッ
ジ
ョ
ン
は
、

二

0
ー
四

0
年
代
が
キ

ー
ポ
イ
ン

ト
と
な
一
九

四
十
年
代
か
流
行

■l 
今
年
風ネク
タ
イ
の
結
び
方

■
懐
か
し
い

か
が
で
し
ょ
う
。

色
で
今
年
ら
し
さ
を
表
現
し
て
み
て
は
い

(2) Vゾーンで秋のファッションを先取り

桐
当
白
信
が
必
要
I

そ
れ
な
ら
、
襟
元
の

＞
ゾ
ー
ン
と
い
わ
れ
る
一＿
角
形
の
部
分
を

ネ
ク
タ
イ
の
結
び
方
や
配

ポ
イ
ン
ト
に
、

②
 

と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ
を
着
こ
な
す
に
は

R 
ン--

トップのための

ァッショ

リ
と
フ
ィ
ッ
ト
し
た
ス

ー
ツ
で
き
め
た
い

ン
が
キ
流
。

緞
え
上
げ
た
身
体
に
ピ
ソ
タ

肩
幅
は
狭
く
、

長
方
形
の
シ
ル
エ
ソ
ト
で
、

置
は
高
く
、
三
つ
ホ

タ
ン
と
か
四
つ
ボ
タ

ポ
タ
ン
の
位

神戸商工会議所貸会議室をご利用ください．I

ポー トライナー全線復旧に付い、以

前どおり一宮から便刹にお越しいただ

けるようになりました。

会議室をおさかしの方は、ぜひ一度

お問い合わせドさい。 ご使用内容に応

じた貸会議室をご案内させていただき

ます。

今お考え中の方もパンフ

付させていただきますので、

お電話下さい。

レ y 卜を送

お気軽に

【申し込み・問い合わせ先】 総務部

轡三石．患拿誨三麟疇鵬疇疇

第 1～第 3会議室

乞 30 3 -5 8 0 4 

ハーフウィ ンサーノ，卜の結び方＝結び目の真ん中で、大剣を一回掛けにする結び方

り
四
十
年
代
風
に
ま
と
め
る
の
か
新
鮮
。

よ
う
に
こ
ん
な
話
を
も
う

少
し
前
ま
で
、

色
い
ネ
ク
タ
イ
で
イ
タ
リ
ア
風
に
決
め
る

の
か
流
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
ジ
ャ

ツ
と
ネ
ク
タ
イ
の
色
調
を
同
系
に
、
や

は

い
つ
も
の

つ
。
今
年
の

煉
か
し
い
時
代
の
フ
ァ
ノ
ジ
ョ
ン
の
流

行
に
、
「
う
ー
ん
、

こ
れ
な
ら
若
い
人
に

も
負
け
な
い
」
と
言
う
詞
に
、

※
こ
の

コ
ー
ナ
ー
は
「
健
康
タ
イ
ム
」

と
交
亙
に
掲
載
し
ま
す
J

（株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド）

ブ
ル
ー
の
シ
ャ
ツ
に
黄

く
そ
こ
ま
で
の
車
で
の
移
勁
。
少
し
歩
け

は
、
体
型
も
変
わ
る
の
で
す
か
ら
。

配
色
の
決
め
手

洋
服
の
中
味
も
忘
れ
ず
に

し
ま
う
タ
ク
ン
ー
、

つ
い
し
て
し
ま
う
す

な
ら
な
く
て

い
い

ん
で
す
。

つ
い
棄
っ
て

ゞ

ト
ー
ン

・

オ
ン
・
ト
—

ン
カ

胸
元
が
グ
ッ
と

上
品
で
エ
レ
ガ
ン
ト
に
決
ま
り
ま
す
。

ァ
ー
ノ
ル
ド

・
ン
ュ
ワ
ル
ツ
ネ
ノ
カ

ー
に

タ
イ
全
体
の
立
体
的
な
ア
ク
セ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。

の
シ
ャ
ツ
に
紺
の
ネ
ク
タ
イ
と
同
系
色
で

合
わ
せ
て
み
て
下
さ
い
。

る
と
、

色
法
て
、

色
の
ネ
ク
タ
イ
を
合
わ
せ
た
り
、
プ
｝レ

l 

異
常
に
出

白
く
て
プ
ヨ
プ
ヨ
の
足
に
は

フ
ァ
ソ
シ
ョ
ン
は
決
ま
り
ま
せ
ん
！

別
に

貫
録
か
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、

た
お
腹
や
、

挑
戦
し
て
み
て
下
さ
い
。

ツ
は
、
素
材
は
シ
ル
ク
を
選
ぶ
こ
と
。
ま

た
、
結
ふ
過
程
で
タ
イ
の
史
ん
中
を
徐
々

に
引
い

て
、
き
れ
い
な
デ
ィ

ン
プ

ル
を
作

、
r
し

1
J

ト
ー
ン
・
オ
ン

・
ト
ー
ン
と
し
ゎ
オ
る
酉

薄
い
ペ

ー
ジ
ュ
の
ジ
ャ
ツ
に
茶

身
体
の
ラ
イ
ン
を
と
て
も
意
識
し

て
い
ま
す
。
結
局
は
羞
る
も
の
の
中
身
で

あ
る
自
分
の
身
休
を
格
好
よ
く
す
る
と
い

う
こ
と
が
、
究
極
の
お
し
ゃ
れ
。

い
く
ら

ラ
テ
ー
ジ
ョ
ン
で
合
わ
せ
ま
す
。
こ
れ
は
、

え
た

「ハ

ー
フ
ウ
ィ
ン
サ
ー
ノ
ノ
ト
」
に

う
ま
く
結
ぶ
コ

ネ
ク
タ
イ
だ
け
を
際
立
た
せ

る
の
で
は
な

＜ヽ
 
シ
ャ
ツ
と
ネ
ク
タ
イ
を
同
系
色
の
ク

t

ょ
く
、

ナー フ
ァ
ソ
ジ
ョ
ン
は
ク
ラ
ジ
カ
ル
な
だ
け
で

ノ
ッ

ト
」
よ
幻
や
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
お
さ

な
い
と
難
し

い
。

身
体
の
ラ
イ
ン
を
見
せ
る

こ
な
す
に
は
よ
ほ
ど
お
し
ゃ
れ
に
自
信
が

そ
こ
で
、
「
ウ
ィ
ン
ザ
ー

:［ 

な
っ
た
ク
ラ
ジ
カ
ル
な
タ
イ
プ
。

つ
ま
り
、

ト
を
し
ぼ
り
襟
―冗
の
ラ
ベ
ル
の
幅
か
広
く

ま
す
。
今
シ

ー
ズ
ン
の
ス
ー
ツ
は
チ
ェ
ス

ゲ
ー
リ
ー
・

ク
ー
パ
ー
が
抜
け
出
し
て
き

た
よ
う
な
懐
か
し
い
ス
タ
イ
ル
か
目
立
ち

い
ま
す
が
、
ネ
ク
タ
イ
を
キ
ュ
ン
と
絞
め

る
と
気
拮
ち
ま
て
引
き
締
ま
り

「
さ
あ
、

や
る
ぞ
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
く
る

も
の
で
す
。
一
口
に
ネ
ク
タ
イ
と
言
っ
て

も
、
ス
ト
ラ
イ
プ
に
水
玉
と
柄
だ
け
て
も

星
の
数
ほ
ど
も
。
さ
ら
に
そ
の
結
ひ
方
は
、

百
通
り
あ
る
と
も
、
二
百
通
り
あ
る
と
も

―l-＝わ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
の
ク
ラ
シ
カ
ル

サ
ー
と
し
て
有
名
な
英
国
王
エ
ト
ワ
ー
ト

八
世
、
後
の
ウ
ィ
ン
ザ
ー
公
が
発
案
し
た
、

ノ
ッ
ト
〈
結
び
目
）
が
大
き
く
き
っ
ち
り

と
し
た
鈷
ひ
方
「
ウ
ィ
ン
ザ
ー
ノ
ノ
ト
」
。

太
い
結
び

Elを
お
し
ゃ
れ
に
着

し
か
し
、

／ ¢夕
~ -
TAILOR-MADE 

リ
ー
ン
か
ら
、

れ
を
意
識
し
た
よ
う
に
四
十
年
伏
の
ス
ク

ケ
ー
リ
ー

・
グ
ラ
ン
ト
や

ノ
ッ
ト
」
が
お
薦
め
で
す
。
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ

ス
タ
イ
ル
に
は
、

ゞ`

「
ハ
ー
フ

ウ
ィ
ン
サ

ー

くタケオキクチ・
テーラーメード＞--~ 

t r - - " — ~ ~ 

時代の本流を生きる男たちのために それぞれの体型を
生かした服を仕立てるタケオ キクチ ・テーラーメード

乙

乙 インターナショナル，トレーニング，サービスは、人と企業、人と人とのつながりを大切に考え、人との身近なふれあいからグローバルな活動まで幅広く展開しています。
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一

人材派遣
(ITS CAREER) 

スペシャリストをタイムリーに派遣いたします。

■オフィス業務全般
OA機器操作
翻駅、通訳

TEL. (078) 392-8082 

〒650

TEL.(078) 333-7980 

＾ 

在宅サービス
ぽ宅介護・家事援助）

お年寄りや病気の方のお世話、産後ケア、消掃、

一般家事等をしっかりサポートいたします。

゜

ワープロ入力
モデム回線を駆使し、広域ネットワークで遠隔地

でも迅速な処理ができます。

■使用機種
OASYS. NEC-98. MACII si 

TEL. (078) 333-071 l 

神戸製鋼グループ

株式会社インターナショナル・
神戸市中央区江戸町95（リクルート神戸ビル）丁EL.(078)392-5l 02 

トレーニング・サービス

伽 L
Vヽ
・ogE 

FAX(078)392-8085 
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ー
＇
警

告
ラ
ベ
ル
の
役
割

警
告
ラ
ヘ
ル
は
、
製
品
の
安

全
性
を
徹
底
的
に
追
及
し
た
上

で
の
最
後
の
手
段
で
す
。

製
品
の
安
全
を
確
保
す
る
に

は
、
製
品
の
危
険
性
を
分
析
し
、

殴
計
段
隋
て
安
全
確
保
の
検
飼

を
行
い
可
能
な
対
策
を
行
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
除
去
不
能
な
危

険
に
対
し
て
、
取
扱
説
明
書
、

警
告
ラ
ベ
ル
な
と
で
適
切
な
警

筈
を
行
い
ま
す
。

ド
小
＂
＇

り
4
1
,
．
，
中
＇

以
心山
~

中
小
企
業
の
た
め
の

罰
廊
伽
歪

R
災
害
復
18
高
度
化
事
業
に
つ
い
て

今
回
は
、
災
害
復
旧
高
度
化

事
業
に
つ
い
て
こ
説
明
し
ま
す
。

五
、
災
害
復
旧
高
度
化
事
業
に

つ
い
て

阪
神

・
淡
路
大
震
災
に
よ
る

被
害
の
復
旧
を
行
う
た
め
に
高

度
化
事
業
を
実
施
す
る
場
合
、

特
に
有
利
な
条
件
て
黛
し
付
け

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

以
下
の

二
つ
の
場
合
か
あ
り
ま

す。①
高
度
化
資
金
の
貸
し
付
け
を

受
け
て
設
置
し
た
施
設
か
罹

災
し
そ
の
復
旧
を
行
う
場
合
。

②
中
小
企
業
者
が
復
旧
に
際
し

て
新
た
に
高
度
化
事
業
を
実

施
す
る
場
合

T
中
れ
＇
卜
'

：： 

R 警告ラベル作成のポイント

ー
．
貸
し
付
け
の
要
件

①
に
つ
い
て
は
、
復
旧
を

行
お
う
と
す
る
施
設
に
つ
い

て
市
町
村
長
の
罹
災
の
証
明

ま
た
は
都
道
府
県
知
事
の
罹

災
の
認
定
か
必
要
で
す
。

②
に
つ
い
て
は
、
参
加
者

の

一分
の

一
以
上
か
罹
災
地

域
内
に
事
業
所
を
有
し
、
か

つ
、
当
該
事
業
所
に
つ
い
て

市
町
村
長
の
罹
災
の
訂
明
ま

た
は
都
道
府
県
知
事
の
・罹
災

の
認
定
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
必
要
で
す
。

そ
の
他
、
原
則
と
し
て
実

施
す
る
そ
れ
そ
れ
の
高
度
化

事
業
の
要
件
を
備
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、

,: 

` 

n
 

＇ ) 

重
入
な
危
険
に
つ
い
て
は
取

扱
説
明
杏
に
記
載
す
る
だ
け
で

な
く
、
安
全
を
期
す
た
め
、
製

品
の
危
険
の
存
在
す
る
場
所
に

璽
悶
ベ
ル
を
用
い
て
警
告
を

行
い
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

2
．
警
告
ラ
ベ
ル
の
必
要
な
場

合製
品
に
除
去
不
能
な
危
険
か

あ
る
場
合
。

製
造
業
者
か
そ
の
製
品
に
危

険
性
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

る
場
合
。

製
品
の
危
険
性
か
使
用
者
に

と
っ
て
明
確
で
な
い
場
合
。

製
品
の
危
険
性
が
予
想
可
能

な
使
朋
ま
た
は
誤
使
用
の
範
囲

内
に
あ
る
場
合
。

3
．
シ
グ
ナ
ル
ワ
ー
ド

使
用
者
に
対
し
て
、
瞬
時
に

危
険
の
大
き
さ
を
岬
解
さ
せ
る

機
能
を
持
ち
ま
す
。

危
険
性
の
程
度
や
想
定
さ
れ

る
事
放
や
被
害
の
大
き
さ
に
応

じ
て
「
危
険
」
、
「警
倖
」
も
し

く
は
「
注
意
」
の
表
ホ
を
行
い

ま
す
。
「
危
険
」
取
り
扱
い
を
誤
っ,9,_,l"

ぃ

’
,9・
し
い被

害
の
復
旧
に
際
し
て
、
小

売
商
業
等
商
店
街
近
代
化
事

業
を
実
施
す
る
場
合
、
災
害

復
旧
高
度
化
事
楽
の
要
件
を

満
た
す
と
と
も
に
、
小
売
商

業
等
仰
店
街
近
代
化
事
業
の

要
舛
を
も
満
た
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
事
業

計
画
の
受
付
期
間
は
罹
災
の

日
よ
り
一
＿一
年
以
内
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

2
貸
し
付
け
条
件

貸
付
割

合

九

0
%

年

利

無

利

子

償
還
期
限
一
十
年
以
内

言
う
ち
、
据
置
期
間
五
年
以

内）
3
そ
の
他

災
害
復
旧
高
度
化
事
業
と

し
て
小
売
商
業
店
舗
等
共
同

化
事
業
、

店
鋪
等
集
団
化
事

業
小
売
商
業
等
商
店
街
近

代
化
事
業

（
以
下
、

「
本
格

高
度
化
事
業
」
と
い
う
。
）

を
／
い
う
こ
と
を
予
定
し
て
い

る
場
合
、

仮
設
店
舗
を
設
置
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

仮
設
店
舗
設

薗
に
か
か
る
要
件
な
ど
に
つ

い
て
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①
基
本
要
付

ー
．
本
格
高
度
化
事
業
の
実

施
か
組
合
総
会
ま
た
は
碑

事
会
の
議
決
な
と
に
基
つ

き
予
定
さ
れ
て
お
り
、
か

つ
、
当
該
事
業
計
画
か
平

成
九
年
度
末
ま
で
に
策
定

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
こ

゜
と

ll

．
仮
設
店
舗
の
設
置
主
体

と
本
格
高
度
化
事
業
の
実

施
主
体
が
同

一
で
あ
る
こ

。
と
皿

似
設
店
舗
設
置
期
間
は、

原
則
と
し
て
一

＿一年
以
内
と

し
、
本
格
高
度
化
事
業
か

完

rし
た
場
合
に
は
速
や

か
に
撤
去
す
る
も
の
で
あ

・,5
"
5
,
’
,9
.
，,＂メー`
d,
＂

た
場
合
、
使
用
者

が
死
亡
ま
た
は
重

傷
を
負
う
危
険
が

切
迫
し
て
い
る
。

「
警
告
」
．：
取
り
扱
い
を
誤
っ

た
場
合
、
使
用
者

が
死
亡
ま
た
は
軍

傷
を
負
う
可
能
性

か
あ
る
。

「
注
意
」

．：
取
り
扱
い
を
誤

っ

た
場
合
、
使
用
者

か
軽
傷
を
負
う
か

ま
た
は
物
的
損
害

か
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
る
。

4
．
絵
表
示

ジ
グ
ナ
ル
ワ
ー
ド
を
補
助
し

た
り
代
習
す
る
も
の
で
、
文
字

を
浬
解
で
き
な
い
幼
児
な
と
に

と
っ
て
は
警
告
の
内
容
を
直
接

伝
逹
す
る
唯
一
の
方
法
と
な
り

ま
す
。使
用
者
か
危
険
を
認
識
し
や

す
い
絵
表
示
を
採
用
し
ま
す
。

5
摺
示
文

危
険
の
内
容
・
性
賀
、
披
害

内
容
お
よ
び
危
険
の
回
避
方
法

そ
の

一
環
と
し
て

叶

（
協
カ
・

同
和
火
災
海
上
保
険

（株）
神
戸
支
店
）

警
告
ラ
ベ
ル
内
で
説
明
し
き

れ
な
い
顎
要
事
項
が
あ
る
場
合

は
、
「
取
扱
説
明
書
を
兄
よ
]

と
記
載
し
ま
す
。

6
．
表
示
上
の
注
意
点

危
険
回
避
に
最
も
有
効
な
場

所
に
表
示
し
ま
す
。
汚
れ
る
可

能
性
の
あ
る
場
所
や
暗
く
て
見

に
く
い
場
所
に
は
表
示
し
な
い

ょ
う
に
し
ま
す
。

危
険
区
域
外
の
使
用
者
か
ら

容
易
に
認
識
で
き
る
大
き
さ
を

原
則
と
し
ま
す
。

そ
の
製
品
の
適
常
の
使
用
形

態
に
お
け
る
使
用
期
間
内
に
お

い
て
判
読
可
能
な
耐
久
性
を
採

つ
こ
と
が
必
要
て
す
。

複
数
の
警
告
ラ
ベ
ル
を
表
示

す
る
場
合
は
、
互
い
の
警
告
ラ

ベ
ル
の
効
果
が
減
少
し
な
い
よ

う
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す。 を
明
示
し
ま
す
。

簡
潔
な
命
令
文
で
作
成
し
ま

す。

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

0
3
.
5り
4
7
0
.
1
5
a
2
8

商
工
会
議
所
P

L
保
険

加
入
募
集
中

本
所
て
は
、
会
員
対
象
に
P

L
団
体
保
険
の
取
り
扱
い
を
開

始
し
て
お
り
ま
す
。

保
険
料
か
大
幅
割
り
引
き

（
四
七
％
引
き
）
の
神
戸
商
工

会
議
所
中
小
企
業
P
L
保
険

に

ぜ
ひ
こ
加
入
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

会
員
事
柴
チ

ー
ム

6
3
0
3
.
5
8
0
2
 

な
お
、

合
に
は
、

ハぃぃ＂
N
小"_’卜＇

ト
」
也
-＿
上

る
こ
と
。

立

仮
設
店
舗
は
、
人
匡
者

の
業
種
及
び
用
途
に
応
じ、

安
全
性

・
耐
久
性
を
有
し
、

か
つ
、
営
業
の
効
率
化
に

資
す
る
楕
造
を
有
す
る

こ

と
。
た
だ
し
、
梱
造
及
び

付
帯
設
備
に
つ
い
て
は
、

必
要
最
小
限
度
の
も
の
と

す
る
こ
と
。

②
貸
付
対
象

仮
設
店
舗
の
建
設
費
、

造
成
費

住
尼
に
つ
い
て
披

害
を
受
け
て
い
る
中
小
介

業
者
の
方
で
、
仕
居
の
確

保
が
困
難
な
場
合
に
は
仮

設
店
舗
の
併
設
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

併
設
さ
れ
る
仮
設
且
居
部

分
に
つ
い
て
は
、
貸
付
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

③
そ
の
他

ー
．
仮
設
店
舗
の
建
設
費
は
、

本
格
高
度
化
事
業
に
よ

り

設
置
さ
れ
る
建
物
建
設
に

含
め

て
資
産
計
土
す
る
も

の
と
し
ま
す
。

n．
亦
格
高
度
化
事
業
の
実

施
が
不
可
能
と
な
っ
た
場

全
額
繰
ヒ
償
還

す
る
も
の
と
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
兵
庫
県
立
中
小

企
業
総
合
指
導
所

0
3
6
1
.

8
0
2
9
、
兵
庫
県
商
工
部
商

業
観
光
課
ま
た
は
工
業
課

8
3

4
1
.
7
7
1
1
、
中
小
企
業

事
業
団
融
資
部
融
資
計
画
謀
8

,t
'
ふ

じ9
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9

9

9

9

9

9

1

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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一
①
職
穂
②
勤
務
地
③
勤
務
時

一

ー
間
④
給
与
⑤
資
格
⑥
事
業
内

一

容
⑦
従
業
員
数⑧
資
本
金
⑨
~

所
在
地
⑮
連
絡
先

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

川
商
石
油
販
売
（株）
①

J
O
M

0
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
石

油
製
品
の
販
売
及
び
簡
単
な
自

動
車
点
検
業
務
な
と

（パ
ー
ト
）

・
男
五
名
・
十
ハ
歳
以
ヒ
②
抑

戸
営
柴
所
（
柳
賑
・

エ
了

・
須

磨
給
油
所
）
③
二
十
二
時
ー
ハ[

時

・
八
時
I

I
八
時

・
九
時
1

十
九
嗚
の
間
で
八
時
間
桓
度
、

四
遺
六
曰
休
④
時
給
八
白
円
ー

千
百
円
⑤
不
閂
⑤
石
油
製
品
の

販
売
⑦
百
ニ
ー
名
⑧
六
千
万
PJ

⑨
神
戸
市
兵
血
哀
西
柳
原
明
四
ー

十
⑩
6
5
2
.
3
3
0
6
谷
口

（
株
）エ
ー
・
シ
ー

•
H
ム
①
ソ

フ
ト
作
成
の
手
伝
い
（
パ

ー
ト
）

ら

一
名
、
女
一
ー

ニ
名
・

ニ

+
|
-―
ー
八
歳
②
芦
屋
半
務
所

③
九
時
ー
ト
七
時
、
完
全
週
休

二

□制
、
冬
期

・
夏
期
、
誕
牛

日
、
結
婚
記
念
日
な
と
④
時
給

六

直

⑤

不
問
⑥
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
導
入
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

ジ
ス
テ
ム
設
計
⑦
五
乞
⑧
六
百

万
円
⑤
芦
屋
市
打
山
小
薗
町
ニ
ー

五
⑩
0
7
9
7
.
3
1
1
.
7
5

7
6
有
巣

（株
）
ケ
ン
・
マ
イ
ク
商
会

求

人

情

報

ゞ
＂

（八

月
二
十

一
日
現
在
）

対

・
性
別
不
問

一
名
・

―
-+
|

石
十
五
歳
②
束
灘
区
向
洋
町
束

四
—
上
物
流
倉
庫
③
几
時
―-+

分
—
十
九
時
三
ー
分
、
完
全
迦

休
ニ
ロ
間
、
夏
期
・
冬
期
、
祝

ロ
④
月
給
十
六
万
円
⑤
普
通
自

動
申
免
許

(
B
)
①
衣
類
、
雑
貨
の
営
業

・

男
一
名

。
＿
1
|
＿―
-
ー
歳
②
所

社
叫
と
同
じ
③
九
時
一
二
十
分
1

寸
九
時
、
完
全
週
休
二
日
制、

夏
期

・
冬
期
、
祝
日
④
月
給
二

十
力
円
以
上

（
営
業
手
当
、
歩

合
有
）
⑤
普
通
自
動
車
免
許

(
A
)
(
B
)
と
も
⑤
衣
料
及

び
雄
貨
の
輪
出
入
卸
業
⑦
＿i-
名

⑧
-―
亘
ヵ
ロ
⑨
神
戸
古
中
央
区

明
凸
町
十
ハ
ー
一
泰
和
ビ
ル

一

階
⑩
3
2
1
.
5
9
2
5
菱
田

（株）
神
戸
住
宅
販
売
①
不
動
産

の
賃
貸

・
売
質
の
仲
介
業
務
、

営
楽

・
性
別
不
問
―
乙
5
.

-|

――-I
--＿ー
豆
歳
②
神
戸
市
垂
水

区
本
店
③
九
時
―
-
+
介
|
＋
九

時
―――
十
分
、
毎
週
水
曜
定
休
、

夏
・
冬
•五
月
長朋
休
④
月
給

ー
万
万
円
＋
少
合

（女
悦
常
業

祉
員
二
十
―-＿
歳
で
平
均
T
i
1
万

円
位
）
⑤
自
動
車
晋
通
免
許

（
あ
れ
ば
宅
紐
主
任
者
）
⑤
不

動
産
賃
貸
、
売
買
の
仲
介
、
不

動
産
管
理
⑦
五
名
⑧
五
百
力
円

(
A
)
①
衣
料
E

叩
な
ど
の
搬
人
、

⑨
神
戸
市
孟
水
区
高
丸
ニ
ー
六
ー

出
荷
、
納
品
害
記
入
、
電

話

応

五

⑩

7
0
6
.
0
0
3
8
小
JII

T
~

山
ー

i
 

／
 

●
 
こ

[
 ｝

切戻
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多

一

実

■加入資格
神戸商工会議所会員事業所の

事業主 役晨従業晨で

渦15歳以上65歳未満の方

■掛
月払

一時払

金

l□l.000円で5□(5,000円）
以上

l □l OD.ODO円で100口限度
（月払）j0入が条件）

｀
 
4

9

 

ゆとりある老後設計は

II年金月額 ・脱退一時金支給例（開始時年金月額： 70歳男性例）
月 払 10□10,000円について
I加入年数 掛金累計 脱退一時金 10年確定年金 15年保証終身年金

10年 1,200.000円 約1431.900円 約l4390円 約 8.380円

15年 l.800.000 2.414.000 24.260 15,840 

20年 2,400.000 3.631400 36,490 23.830 

一峙払 l□l 00,000円について
加入年数 掛金累計 脱退一時金 10年確定年金 15年保証終身年金

10年 100,000円 約149,450円 約l.500円 約 980円

15年 l 00.000 185.180 l.860 l.210 

20年 l 00.000 229.480 2.300 l.500 

※支給額は、将来変動（増減）いたしますc

． ざ：ダ‘`竺

’
 ◄ 
ヽ

思防，ooo 
呪）ら

‘̀~ 
l!k "§"" ! ! 

（ら、資料請求頂くと、もれなく租吊進呈 ！ I 

＼ 

ノ

■資料の請求•お問合せは

神戸商工会議所共済チームへ 〒650神戸市中央区港島中町6-1 合 303-5809 FAX 303-231 0 

現在の加入者

約12,000人

9 ・、へ ‘̀， 
， ， ， 
9 ̀｀`‘.::, ', • 9 
， 
＇ 
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,' 



(9) KOBE会議芹ニュース （平成2年 6月22日第 3種郵便物認可） 平成 7年9月10日

衷 1 新築貸家住宅の割増償却制度の概要

特定優良賃貸住宅
一般貸家住宅

優良貸家共同住宅 一般用貸家住宅

地 域 全国（制限な し）
三人都市圏の市街化区域ま 全国 (fh街化区域
たは用途地域内 または用途地域内）

3. 3m'あた 1，95万円以下
取得価格 （耐火構造を有するものは 同左

適
lOO]JP]以下）

住宅の戸数 10戸以上

5(Im'以上125可以下、 55吋以 1-200r印以下
専用床面積 かつ、 2以上の居住室 50ni'以上120m'以不 （共同家屋は45m'

用 を有すること 以上200面以下）

台所、水洗便所、収納
台所、浴室、便所及び洗面

専用設備 設備、洗面設備及びi谷 同左
設備を備えていること

室を備えていること

要 構 造 耐火または準耐火建築物 耐火または簡易耐火建築物

I入居者の資格 一定の所得制限あ り
適正管理期間 10年

件
割増償却期間 5年 同左 同左

住宅 ・都市整備公団から取I 
地方公共団体の補助を 得して一定金額以下の家賃

その他の
受けて新築されたもの で賃貸されるものまたは同

要件
であること 公団により倍り上げられて

賃貸されるもの

50% 15% 
割増償却率 （耐用年数45年以上70 同左 （耐用年数45年以

％） 上30%)

存続 or 廃止 存続 廃止

新
築
貸
家
住
宅
の
割
増
償
却

と
中
小
企
業
者
な
ど
の
機
械

な
ど
の
特
別
償
却
に
つ
い
て

今
回
は
、
平
成
七
年
度
の
税

閲
改
正
の
重
要
項
目
の
う
ち
新

築
貸
家
住
宅
の
割
増
償
却
と
中

小
企
業
者
な
と
の
機
械
な
と
の

特
別
償
却
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す。
ー

新
築
貸
家
住
宅
の
割
増
償

n
 

去
①

改
正
の
概
要

新
築
貸
家
住
宅
の
割
増
償
却

制
度
と
は
、
一
定
の
貸
家
仕
宅

を
取
得
し
、
貸
家
の
用
に
供
し

た
場
合
に
は
、
貸
家
の
用
に
供

し
た
曰
か
ら
五
年
間
、
通
常
の

滅
価
償
却
費
（
普
適
償
却
限
度

額
）
に
加
え
て
、
割
増
し
て
償

却
を
認
め
る
制
度
で
す
。

こ
の
間
度
の
適
用
か
受
け
ら

れ
る
新
築
黛
家
住
宅
に
は
特
定

優
良
賃
貸
住
宅
と
一
般
貸
家
住

宅
が
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
一

般
貸
家
住
宅
は
優
良
筵
家
共
同

仕
宅
と
一
般
用
貸
家
住
宅
の

二

種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
場
合
に
つ
い
て

遵
用
要

件
及
び
割
増
償
却
率
を
ま
と
め

た
も
の
が
表
ー
で
す。

た
だ
し
、
今
回
の
改
止
で
一

般
用
貸
家
住
宅
に
係
る
割
増
償

却
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
七
年
―――
月
―
―
-
+

一
日
ま
で
に
取
得
ま
た
は
新
築

し
た
一
般
用
貸
家
住
宅
に
つ
い

て
は
従
前
ど
お
り
割
増
償
却
が

認
め
ら
れ
ま
す
。

②

都

心
居
住
推
進
地
域
に
対

し
て
制
度
新
設

今
回
の
改
正
で
、

三
大
都
市

圏
の
都
心
居
住
を
揺
進
す
べ
き

地
域
（
以
下
「
都
心
居
住
推
進

地
域
」
）
に
お
い
て
新
築
さ
れ

る

一
定
の
中
高
層
賃
貸
住
宅
な

と
に
つ
い
て
、

17
年
間
の
割
増

償
却
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
劃
増
償
却
率
は
一

定
の
要
件
の
も
と
に
次
の
通
り

で
す
。

土

0
%
（
耐
用
年
数
四
十
五
年

未
満
）

七

0
%
（
耐
用
年
数
四
十
五
年

以
上
）こ
の
祈
設
さ
れ
た
割
増
償
却

制
度
と
既
存
の
特
定
優
良
賃
貸

住
宅
ま
た
は
優
良
貸
家
共
同
住

こ
と

宅
の
割
増
偉
却
制
度
と
で
は
、

い
く
つ
か
の
相
逹
点
か
み
ら
れ

ま
す
。ま
す
、
①
適
用
さ
れ
る
地
域

が
他
の
二
つ

の
規
定
よ
り
も
か

な
り
限
定
さ
れ
た
こ
と
、
②
敷

馳
而
精
要
件
か
追
加
さ
れ
た
こ

と
、
③
中
高
層
貨
貸
住
宅
で
あ

る
こ
と
、
以
上
が
他
の
二
つ
の

規
定
よ
り
も
厳
し
く
な
っ
た
要

件
で
す
。

③

阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
の

関
連

イ
．
被
災
者
向
け
優
良
賃
貸
住

宅
の
割
増
償
却

法
人
が
平
成
七
年
四
月
一

R

か
ら
平
成
ー
年
＝―-
月
三
ト
一
日

ま
で
の
間
に
、

表
2
に
渇
け
る

区
域
内
て
平
成
七
年
四
月
一
日

以
後
に
阪
神

・
淡
路
人
震
災
の

被
災
者
に
賃
貸
さ
れ
る
優
良
な

賃
貸
住
宅
と
し
て

一
定
の
も
の

を
取
得
ま
た
は
新
築
し
て
、
こ

れ
を
賃
貸
の
用
に
供
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
被
災
者
向
け
優
良

賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、
五
年

間
に
わ
た
っ
て
適
常
の
減
価
償

却
費
の
五

0
％
増
し
（
耐
用
年

数
四
ー
五
年
以
上
の
も
の
は
七

0
％
増
し
）
で
減
価
償
却
す
る

こ
と
か
で
き
ま
す
（
臨
特
法
十

七
条
）
。

口
適
用
要
件

こ
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
が

で
き
る
賃
貸
住

宅
は
口
の
要
件

に
該
当
す
る
共

同
家
屋
て
新
築

後
使
用
さ
れ
た

こ
と
の
な
い
も

の
の
う
ち
、
②

の
要
件
に
該
当

す
る
部
分
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

（

次

の

す

べ

て
の
要
件
に
該

当
す
る
共
同
住

宅①
耐
火
建
築
物

ま
た
は
準
耐
火

建
築
物
で
あ
る

表 3 中小企業者などの機械などの特別償却制度

改正前 改正後
•••• 

適用対象法人 中小企業者または農業協同組合に該当する冑色申告法人

適用対象資産
取得価額要件を揺げこす新品の機械及び装置で指定事業

(※)0)用に供したもの

取得価額要件
1台または l退の取得価額 1台または 1基の取得価額
が200万円以上 が220万円以上

適用期限 平成7年3月3]日まてに取得 平成9年3月31日まてに取得

特別償却率 13% ll% 

と

2
 
表
②
取
得
価
額
か
＝
―
。
-―-
平
方

認
あ
た
り
九

ー
万
万
円

（
耐
火
建
築
物
は
百
力
円
）

以
下
で
あ
る
こ
と

③
各
狐
立
部
分
の
数
が
十
以

上
で
あ
る
こ
と

④
次
の
い
ず
れ
か
の
要
例
を

満
た
し
て
い
る
こ
と

ィ
．
地
方
公
共
団
体
な
ど

に
対
し
て
貸
し
付
け
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

ロ
．
住
宅
金
融
公
庫
な
ど

の
融
資
を
受
け
て
新
築

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

ハ
．
住
宅

・
都
巾
整
価
公

団
か
ら
取
得
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と

②
次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該

当
す
る
各
狐
立
部
分

①
そ
の
床
面
槙
か
五
十
平
必

認
以
上
で
、
か
つ
、

H

日
一

十
平
方
認
以
下
で
あ
る
こ

②
専
用
の
台
所
、
浴
室
、
便

所
及
び
洗
面
設
備
を
備
え

て
い
る
こ
と

③
そ
の
賃
貸
が
公
募
に
よ
り

被災者向け優良賃貸住宅の

割増償却の適用区域

府栞名 市町村名

大阪府 豊中市

神戸市、尼崎市、明石市、

I 兵庫県
西宮市、岸屋市、伊丹市、

宝塚市、川西市、津名郡津

名町、北淡町、 一宮町、五

色町、東浦町

行
わ
れ
、
そ
の
公
募
に
お

い
て
そ
の
賃
貸
が
阪
神

・

淡
路
人
震
災
の
被
災
者
に

対
し
優
先
し
て
行
わ
れ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
こ
と

④
上
記
山
④
口
、
ハ
に
お
い

て
、
そ
の
賃
料
が
建
設
大

臣
が
定
め
る
方
法
に
よ

っ

て
御
定
さ
れ
た
額
を
超
え

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

2
中
小
企
業
者
な
と
の
機
械

な
と
の
特
別
償
却

（

概
要

特
別
償
却
と
は
い
ろ
い
ろ
な

政
策
的
要
語
か
ら
、
一
定
の
妾

件
の
下
に
法
人
か
資
産
を
取
褐

し
、
事
業
の
用
に
供
し
た
場
合

に
、
そ
の
籾
作
度
ま
た
は
翌
年

度
に
お
い
て
酒
常
の
減
価
償
却

費
に
加
え
て
取
得
価
額
に

一
定

割
合
（
特
別
償
却
率
）
を
栞
じ

て
計
算
し
た
特
別
償
却
費
を
損

金
（
経
安
）
の
額
に
算
入
す
る

制
度
で
す
。
そ
の

一
っ
と
し
て

中
小
企
業
者
な
ど
が
取
燭
す
る

磯
械
及
び
装
置
に
つ
い
て
、

一

定
の
要
件
の
下
に
特
別
償
却
を

認
め
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
の
適
用
要
件
及
び

特
別
償
却
率
を
ま
と
め
る
と
表

3
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
平
成
七
年
四
月

一

R
以
降
取
得
価
額
が

一
百
一
ー

力
円
未
満
の
資
産
を
取
得
し
た

場
合
に
は
本
制
度
は
適
用
で
き

、
胆
な
い
こ
と
と
な
り
、
吋

業

食

》^

別
償
却
率
は

一
―-％
か

圭

し

す

凱

鐸

ほ

笈
他
[
)
ら

―
-
％
に
引
き
下
げ

鉱

の

れ

業
戸
旦
ら
れ
ま
す
。

)

②

阪
神
・
淡
路
大
震

殖

店

接

理

む

賄

料

含

水
、
は

災
と
の
関
連

、
業
業

言

麟

イ

被

災

代

替

資

痒

な

笈
業
げ
と
の
特
別
償
却

林

ス

除刀

を

阪

神
・
淡
路
大
震
災

笈
、
業

夏
麟
鵡
に
よ
り
建
物
、
構
築
物
、

業

倉

殊

設
、
屯
機
械
装
置
か
滅
失
ま
た

建

業

し

、
送
及
は
損
壊
し
た
こ
と
に
よ

業
運
業

〗
麟
尋
り
、
法
人
が
平
成
ヒ
竹

、、

一
月
十
七
口
か
ら
平
成

は
業
業

と

送

貸

業
運
賃
上
一
年
一二
月
―
―十

一
日

平

物

品

疇

悶

ま

て
の
間
に
そ
の
代
替

※
道
業
資
産
と
し
て

一
定
の
も

特別償却の割合

茂

｀ ｀ 
｀ ｀ 
一
一
一
l-

-` 
｀ l 

i 

l 

-― 
一
一
-i `
 一

l-

一`
 ｀ 
｀ ｀ 
｀ ｀ 
｀ ｀ 
｀ 一

のを新築または取得して、一パートタイム労働者につ

事業の用に供した場合に一いての就業規則は作成して

いませんが、正社員用就業｀ は、その法人の宇楽の用``
 

に供した日を含む宇業年一規則の一部分を準用してい

度の減価倍却費は通常の一ます。`
 咸価は却費に加えて、そ`このような場合、パート`
 

の資腟の取得価額に次の一タイム労働者用に別個の就

割合を乗じて計符した金一業規則を作成しなくてもよ
-額の特別償却をすること一いてしょうか。

ができます（靡特法十八一A
｀ 条）。`。ハートタイム労働者は、

獄`労時間も組＜雇用する期
口特別償却の刻象となる一

間`も限られた臨時的な労働
代替資産l

者であるから、別個に就楽
この特別償却の適用を一

規`則をつくらなくてもよい
受けることかできる代督一

ということを聞きますがこ
登産は新築または覇品の一

れ`は間迎いですc
建物、構築物、機械装涵一

労`働詰準法知ハ十九条に
に限られます。ただし、一

「`常時T人以卜の労働者を
代替資産か被災区域及ひ`

使`用する使用者は、市楽場
その被災区域てある土地一

ご`とに就業規則を作成し、に付随して一体的に和用—されている士地の区域内`一行政官庁に同け日なければにある場合にはその代替一な`らない。また、これを変資産について用途や規模-[更した場含においても同様の制限はありませんが、一とする」と/心められていま代替資産か被災区域外に一iす。ある場合には従前と同一`用途及び同程度規模であ一常時使用する労働者とは、る必要があります。一止社員とかパートタイム労なお、この規定は、青色l働者といった身分や呼称とーは関係なく事業場に使用さ` 中告法人でなくても適用を受けることがてきます。一れる労働者をいいます。ー就業規則が正社風のみに-― 五）上記―つの規定につ`いては、個人の取碍分一しか適用されないというこについても、同様に適iとでは、従業員の中で就業一
用を受けることかでき`規則の適用にならない労働
l 

ます。者がいることとなり、労働

税理士基準法違反となります。

‘ ヽ •--一-- 大企業 中小企業者など~-~r_ ー、

建物又は
取得価額の15% 取得価額の18%

（平成l0年4月1日以後） （平成10年4月1日以後）構築物
に取得するものは10% に取得するものは］．2%

取得価領の30% 取得価額の36%
機械装置 （平成10年4月lIゴ以後） （平成10年4月1日以後）

に取得するもり）は20% に取得するものは24%

Q 

R 就業規則作成について

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
就

業
規
則
を
作
成
す
る
と
き
、
と

Q 
則
の
一
部
を
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
に
準
用
し
て
い
る
事
業
場

か
あ
灼
ま
す
。
し
か
し
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
は
雇
用
形
態

や
勤
務
内
容
も
止
社
呉
と
は
異

な
り
、
特
に
労
働
時
間
、
賃
金
、

休
暇
、
昇
給
、
退
職
金
な
ど
の

上
要
な
労
働
条
件
に
つ
い
て
汗

祈
員
と
は
違
っ
た
取
り
扱
い
か

行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
「
正

社
員
用
就
業
規
則
の
一
部
は
適

用
す
る
が
、
そ
の
他
の
規
程
に

つ
い
て
は
適
用
除
外
す
る
」
と

い
う
定
め
し
か
な
さ
れ
て
い
な

い
場
合
は
、
何
か
事
由
が
お
き

た
と
き
に
適
用
さ
れ
る
の
か
さ

れ
な
い
の
か
条
文
を
探
し
ま
わ

ら
な
砂
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

欠
点
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
。
ハ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
も
労
働
条
件
な
と
の
内
容
か

わ
か
り
に
く
い
と
い
う
不
便
が

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、

準
印
す
る
取
り
扱

い
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
正
符

貴
用
就
柴
規
則
の

「付
則
」
に

ど
の
条
文
に
つ
い
て
適
用
す
る

の
か
、
適
用
し
な
い
条
件
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
扱

い
を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

明
文
化
し
て
お
く
こ
と
か
必
要

で
し
ょ
う
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
み

に
適
用
す
る
別
個
の
就
染
視
則

を
作
成
し
、
労
働
条
件
や
服
務

規
律
な
と
を
一
目
瞭
然
に
し
て

お
く
こ
と
が
労
務
菅
理
上
か

ら

も
好
ま
し
い
と
い
え
ま
す
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
用
臥

業
規
則
を
制
定
し
た
場
合
に
は
、

正
社
員
円
就
業
規
則
の
本
則
の

条
又
に
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
に

つ
い
て
は
、
訓
に
定
め
る

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
用
就
業

規
則
を
適
用
す
る
」
と
い
う
又

言
の
本
則
迪
用
除
外
現
定
及
ひ

委
任
規
定
を
設
け
る
こ
と
か
必

要
で
す
。

の
よ
う
な
事
項
を
定
め
な
げ
れ

ば
な
ら
な
い
て
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
作
成
後
に
お
い
て
一
部
変

更
す
る
場
合
、
手
続
き
は
と
の

よ
う
に
す
れ
ぱ
よ
い
て
し
ょ
う

、。
カ

使
用
者
が
就
業
現
則
を
作
成

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
記

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
絶
対
的

記
載
事
項
と

い
い
、
最
低
次
の

①
か
ら
③
ま
で
の
事
項
が
記
載

さ
れ
て
い
な
い
と
就
楽
規
則
と

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

①

始

楽

及
び
終
業
の
時
刻
、

休
随
時
間
、
休
日
、
休
暇
、

労
働
者
を
一
一
組
以
上
に
分
け

て
交
替
に
就
業
さ
せ
る
場
合

に
お
い
て
は
就
染
時
転
換
に

関
す
る
宇
項

②
貨
金
（
臨
時
の
賃
金
を
除

く
）
の
決
定
、
計
鈴
及
ひ
支

払
い
方
法
、

員
合
の
締
め
切

り
及
ひ
支
払
い
時
期
並
ひ
に

昇
給
に
閃
す
る
事
項

③
退
職
に
閃
す
る
串
項

次
に
、
申
業
場
に
お
い
て

硯
実
に
労
働
潰
／
い
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
次

の
事
項
の
定
め
か
あ
る
場
合

に
は
、
必
す
記
載
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
車
項
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
相
対
的
記
栽
専

項
と
い
い
ま
す
。

①

退
職
手
当
の
適
用
さ
れ
る

労
働
者
の
範
同
と
退
職
手
当

の
決
定
、
計
算
及
ひ
支
払
い

方
法
並
び
に
退
職
手
当
の
支

払
い
時
期
に
閲
す
る
事
項

②
臨
時
の
賃
合
な
と
（
退
職

手
当
を
除
く
）
及
ひ
最
低
賃

金
額
に
閃
す
る
事
項

③
労
働
者
の
食
費
、
作
業
用

品
、
そ
の
他
の
負
臼
に
関
す

る
事
項

④

安

↑

及
ひ
衛
生
に
閃
す
る

事
項

⑤

職
業
訓
練
に
関
す
る
市
項

⑤
災
害
補
倍
及
ひ
業
務
外
の

傷
病
扶
助
に
閃
す
る
乎
項

⑦

表

彰

及
ひ
制
裁
の
稲
類
、

/--~ 
社
岡会
保
西険
労
英務
二士
郎
‘̀ --

A 

程
度
に
閃
す
る
事
項

こ
の
他
に
、
使
用
者
が
記
載

し
て
お
き
た
い
と
思
う
事
項
、

た
と
え
ば
就
業
規
則
の
作
成
目

的
、
規
則
の
遵
守
規
定
な
ど
は

汀
意
記
載
事
項
と
い
い
ま
す
。

最
初
に
迩
べ
ま
し
た
絶
対
的

記
載
事
項
に
つ
い
て
は
、
欠
か

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
、
相

対
的
記
載
事
項
に
つ
い
て
は
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
に
つ
い

て
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い

て
考
え
て
い
な
け
れ
ば
記
載
す

る
必
要
は
な
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
就
業
短
則
を
作
成
あ

る
い
は
変
更
す
る
と
き
に
は
、

労
働
品
準
法
及
び
そ
の
他
の
法

令
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
使
用
者
か
作
成
し
た

ま
た
は
変
更
し
た
就
業
規
則
を
、

労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る

も
の
の
意
見
を
聴
き
、
そ
の
代

表
者
の
箸
名
押
印
し
た
意
兄
書

を
添
付
し
て
労
働
品
準
監
督
署

艮
に
冗
け
出
ま
す
。

届
け
出
を
特
う
場
合
に
作
成

ま
た
は
変
更
し
た
就
業
現
則
を

二
部
提
出
し
、

一
部
に
つ
い
て

は
労
働
基
準
監
督
署
の
提
出
受

付
印
を
押
し
た
就
染
規
則
を
返

却
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
し
て

こ
れ
を
事
業
所
の
位
え
に
し
て

備
え
つ
け
て
お
き
ま
す
。

た
だ
し
、
労
働
組
合
が
あ
る

場
舎
に
は

一一部
提
出
し
て

一一
部

受
付
FiJ
を
も
ら
い
、

一
部
を
労

働
組
合
に
渡
す
と
よ
い
で
し
ょ

゜
—
つ

ま
た
、

使
用
者
は
就
業
規
則

を
従
業
員
に
同
知
徹
底
し
て
は

じ
め
て
就
業
秩
序
の
雄
虹
確
立

と
労
働
条
件
の
碑
保
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
使
用
者
は

常
時
作
業
場
、
食
堂
、
休
邸
室

な
ど
の
兄
や
す
い
場
所
に
渇
示

し
て
お
く
か
、
従
業
員

に

一
部

ず
つ
配
布
す
る
な
ど
の
方
虚
で

間
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
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キャンペーンソング

「美し都」

WELOVE KOBE 

に贈呈

--―年ー委員会

e 

阪
神
・
淡
路
大

震
災
に
よ
り
被
災

し
た
市
民
や
事
業

者
な
ど
が
一
日
も

早
く
立
ち
直
り
、

復
興
に
同
け
て
カ

険
く
歩
み
た
す
こ

と
を
願
っ
て
、
同

委
員
会
か
制
作
し

た
復
興
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
ソ
ン
グ
「
美
し

都
（
う
ま
し
み
や

こ
）
が
ん
は
ろ
や

w
e
 
K
O
B
E」

の
販
売
収
益
金
な

ど
が
復
興
義
援
金

と
し
て
、
土
る
八

月
二
十
九

R
、
同

曲
の
作
詞
を
胆
当

し

た

阿

久

悠

さ

ん

阪

神

人

簑

災

か

ら

約

八

カ

月

、

か

ら

笙

山

神

戸

由

来

る

九

月

一十
「
曰、

＝一
宮
本

長

に

贈

呈

さ

れ

た

。

通

面

店

街

振

輿

組

合

で

は

、

ア

ー

同
曲
は
、

淡

路

ケ

ー
ド
と
カ
ラ
ー
釧
装
の
改
装

島

出

身

の

阿

久

さ

を

記

念

し

て

”

通

り

初

め

＂

が

塁
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渓
迷
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渓
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_
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 ．,
1
1
9
1
1

ー1
1
9
1

ー
ー1
1

一

語
以
外
の
翻
訳
業
務
に
つ
い
て

「
今
は
、
出
国
へ
の
拠
点
づ

1

日
本
出
版
企
画
株
式
会
社

〔設
＇
＞
一
〕
唱
和
六
十
二
年

1

二
月

〔本
社
〕
神

―

二
戸
市
中
央
区
浜
辺
通
五
ー

．
I

-
四
、
5
2
6
1
.
0
5
4
4
〔
代
表
者
〕一

も
、
ジ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
パ
ソ
く
り
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

」
コ
ン
適
信
で
各
国
に
原
稿
を
送
中
国
へ

進
口
す
る
企
業
の
サ
ポ
ー

―
高
森

一
徳

〔賓
本
金
〕
一

千
万
円

〔営
業
内
容
〕
翻
訳
、
編
集
、
出
版

―

ーー
1
9
9
9
9
1
1
9
1
9
9
1
9
1
9
1
9
1
9
1
1
1
1
,
l
l
I
I
I
I

ー
ー1
1
_
1
_
_
_
_
_
 1

ーー
1
_
_
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り
や
す
い
環
壌
に
あ
り
、
と
に
シ
ア
諸
国
に
注
目
し
、
商

社

勁

付

し

、
ネ
イ
テ
ィ
プ
ス
ピ
ー
カ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
中
国
文
化
を

か
く
在
気
で
す
。
経
済
か
右
一
日
務
の
後
狐
吃
、
一
九
七
八
年
に
に
母
国
語
に
翻
訳
し
て
も
ら
う
も
っ
と
日
本
へ
紹
介
し
て
い
き

上
が
り
で
す
か
ら
、
多
少
経
営
ジ
ン
カ
ポ
ー
ル
で
金
犀
表
面
処

こ

と

に

よ

っ
て
、
契
約
内
容
、
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
論
詰

に

ミ

ス

か

あ

っ

た

と

し

て

も

軌

岬

了

場

を

設

立

し

た

。

固

品

説

明

、
製
造
工
程
な
ど
の
の
解
釈
な
ど
も
日
本
て
は
ま
だ

道
修
止
て
対
応
て

き

ま

す

。

元

以

来

、
シ
ン
カ
ポ

ー
ル

の
曰
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
正
確
に
知
ら
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る

気
な
国
て
の
仕
事
は
充
実
感
が
本
人
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
辛
伝
え
る
こ
と
か
可
能
て
す
。
よ
う
て
す
よ
」

あ

り

ま

す

よ

」

習

塾

を

経

営

す

る

な

と

、

事

業

そ

の

上

、

ン

ン

カ

ポ

ー
ル

の

震

災

後

発

足

さ

せ

た

「

阪

神

曰
本
出
版
介
画
（株）
社
長
の
の
多
角
化
に
乗
り
出
し
た
。

ま

印

刷

妓
術
は
高
度
で
、
コ
ス
ト
大
震
災
を
記
録
し
続
け
る
会
」

高
森

さ

ん

は

学

生

時

代

か

ら

ア

た

、

朝

日

新

聞

で

は

国

内
外

〗
[
い二
謡
笏
ア
ジ
ア
に
進
川
I
[/
[
n
c

を
発
行
し
た
際
、

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

多

ル

が

し

て

多

脅

絡

嘔

ャ

ロ

を
集
め
、

そ

の

版

下

製

作

二

阪

神

人

震

を
請
け
負
っ
た
の
が
、
出

版

車

災

・

被

災

し

た

私

た

ち

の

記

録

」

業

進

出

の

き

っ

か

け

と

な

っ

た

。

（

朝

R
ソ
ノ
ラ
マ
刊
）
を
山
版

そ
の
他
、
日

本

企

業

が

海

外

し

た

。

へ
進
出
す
る
際
に
必
要
と
さ
れ

「
記
録
し
続
け
る
こ
と
に
怠

る
会
社
案
内
、
各

種

カ

タ

ロ

グ

、

義

を

感

じ

る

人

の

輪

を

広

げ

る

契

約

書

、

製

造

マ

ニ

ュ

ア

ル

に

こ

と

に

よ

っ

て

、
披
災
地
の
私

い

た

る

ま

で

、

あ

ら

ゆ

る

も

の

た

ち

が

人

間

と

し

て

の

尊

厳

を

の

翻

訳

を

手

居

け

て

い

る

。

失

わ

ず

復

興

に

努

力

し

、
あ
わ

「
わ
が
牡
の
強
み
は
、

ジ

ン

せ

て

采

来

の

被

災

者

“

へ

の

ガ

ポ

ー

ル

を

核

に

し

た

人

的

ネ

ッ

メ

ッ

セ

ー

ジ

作

り

が

で

き

れ

ば

ト

ワ

ー

ク

で

す

。

例

え

ば

、

英

と

考

え

て

い

ま

す

」

ヽ

l
o
v
 

I 

ま
た
、

ん

か

作

詞

を

、

神

戸

市

須
磨
区
出
身
の
平
松
愛
理
さ
ん

が
作
曲
と
唄
を
そ
れ
ぞ
れ
田
当
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
制
作
さ
れ
た
も

の
で
、
（
株
）
ポ
ニ
ー
キ
ャ
ニ
オ
ン

の
協
力
に
よ
り
四
月
二
十

一
日

に
C
D
ジ
ン
グ
ル
で
全
国
発
売

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
七
月
末
ま

•
し

で
に
約
ー

＿
万
枚
を
売
り
上
け
、

こ
れ
に
よ
り
義
援
金
は
九
百
八

十
八
万
八
千
円
を
計
士
し
た
。

発
売
元
の
（
株
）
ポ
ニ
ー
キ
ャ

ニ
オ
ン
は
、
神
戸
の
さ
ら
な
る
復

興
を
願
い
、
今
後
も
継
続
し
て

同
様
の
義
援
金
を
神
戸
市
に
寄

付
す
る
予
定
。

も
安
く
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
進
出
介
業
の
ヒ
シ
ネ
ス
を
側

面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
事
染

か
成
功
し
た
時
は
、
本
当
に
う

れ
し
い
で
す
よ
」

そ
の
他
に
も
、
同
社
で
は
、

棗
近
の
円
高
メ
リ
ノ
ト
を
生
か

し
て
、
ジ
ン

ガ
ポ

ー
ル
か
ら
円

本
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
サ
ー

ビ
ス
な
ど
も
手
胆
け
て
い
る
。

で
＇ 

. i --

、“

、
~

9
パ今・・

行
わ
れ
る
。

同
商
店
街
は
、
平
成
四
年
十

月
に
法
人
化
し
た
の
を
機
に
、

築
後
――-＋
年
を
経
て
老
朽
化
し

て
い
た
ア
ー
ケ
ー
ド
を
改
装
、

神
戸
都
心
地
区
に
ふ

さ
わ
し
い

両
店
街
づ
く
り
を
目
指
し
計
画

を
進
め
て
い
た
。

そ
の
鈷
果
、
平
成
六
年
九
月

に
は
、
国
・
県

・
市
の
袖
助
金

お
よ
ひ
高
度
化
融
資
（
法
人
紐

絋
の
み
利
用
可
）
を
利
用
す
る

イ
チ
ロ
ー
選
手
の
活
躍
な
ど

に
よ
り
、

神
戸
の
市
民
球
団

「
オ
リ
ノ
ク
ス

・
フ
ル

ー
ウ
ェ

ー

プ
」
の
パ

・
リ
ー
グ
初
制
覇
が

日
前
に
迫
っ
て
い
る
。
（
九
月

六
IJ
現
在
）
そ
こ
で

W
E

L

O
V
E

K
O
B
E

元
気
復

輿
委
員
会
（
会
長

・
瀧
川
博
司

本
所
副
会
頭
）
で
は
こ
の
夏
、

同
球
団
の
優
膀
に
向
け
た
応
援

と
優
勝
時
の
記
念
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

具
休
的
な
事
業
と
し
て
は
、

祠
類
の
キ
ャ
ン
チ
コ
ピ
ー

「
が
ん
ば
れ
ー
オ
リ
ッ

ク
ス

九
気
て
す
神
戸
。
」
「
W
E

L

O
V
E
K
O
B
E

優
勝
だ
ー

ォ
リ
ッ
ク
ス
」
を
用
い
た
横
断

悶
を
作
成
し
、
市
内
の
蘭
店
街

や
小
売
市
場
な
と
の
商
業
施
設

を
中
心
に
褐
出
す
る
。
ま
た
、

百
貨
店
な
と
の
入
嬰
店
を
は
じ ワ

H[

゜

゜

か
ん
ば
れ
オ
リ
ッ
ク

元
気
で
す
神
戸
。
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笹山神戸市長（左）に義援金を手渡す阿久悠さん（右）

|
 i 

三宮本通商店街

← こ二こ ! 
： 

ドーよ｛一
冒

と
と
も
に
、
自
ら
も
こ
れ
ま
で

の
積
立
金
千
六
百
万
円
を
投
入

し
、
総
額
―f
億
一
丁
力
円
の
改

装
工
事
に
着
去
作
業
は
順
調

に
進
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
阪

神
人
全
震
災
に
よ
り
、
各
個
店
は

も
ち
ろ
ん
ア
ー
ケ
ー
ド
な
ど
の

施
設
に
も
人
き
な
被
害
を
受
け

l
)
0
 

ナ
同
商
店
街
で
は
「
こ
ん
な
こ

と
で
気
落
ち
せ
ず
、
一
幻
も
早

く
復
興
の
旗
印
に
な
る
よ
う
文

め
と
す
る
同
委
旦
会
閃
係
先
に

も
懸
墨
辮
な
ど
の
ツ
ー
ル
の
作

成
・
渇
山
を
依
頼
し
て
い
る
。

さ
ら
に
リ
ー
グ
優
脳
時
に
は
、

「
碗
優
膀
よ
う
や

っ
た
ー

オ

リ
ソ
ク
ス
」
の
キ
ャ
ノ
チ
コ
ピ

ー

で
「
の
ぼ
り
」
を
作
成

・
掲
出

す
る
。

一
方
、
リ
ー

ク
優
膀
、

□本
一
決
定
時
に
は
、
商
業
施

設
な
と
を
対
象
に
ク
ス
玉
割
り
、

振
る
舞
い
酒
や
優
膝
記
念
セ
ー

ル
な
ど
の
読
勝
イ
ペ
ン
ト
の
天

加
を
呼
ひ
か
け
て
い
く
。

※
同
委
晨
会
て
は
、
ロ
コ
マ
ー

ク
、
キ
ャ
ノ
チ
コ
ピ
ー
の
清
刷

り
を
用
意
し
て
お
り
、
趣
旨
に

賛
同
し
て
事
楽
に
珈
力
し
て
項

け
る
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
小
企
楽
振
輿
部

8
3
0
3
.
5
3
8
1
0
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アーケー ドが改装された三宮本通商店街
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WE LOVE KOBE元気復興委員会 （神戸市・神戸商工会議所）

し
い
ア
ー
ケ
ー
ド
を
つ
く
ろ
う
」

と

一
致
団
結
、

二
月
下
旬
に
は

工
事
を
再
開
し
た
。
当
初
訂
両

よ
り
約
五
カ
月
遅
れ
と
な
っ
た

も
の
の
、
今
月
佃
事
竣
工
を
迎

え
る
こ
と
と
な

っ
た。

明
る
<
•
楽
し
く
・

美
し
く

を
テ
ー
マ
に
つ
く
ら
れ
た
ア
ー

ケ
ー
ド
と
カ
ラ

ー
舗
装
の
も
と
、

「
さ
ら
に
明
る
く
、
買
物
の
し

や
す
い
街
づ
く
り
を
」
と
意
欲

は
高
ま
っ
て
い
る
。

幣社では上記の通り、仮設建物のリース・販売・請負など承っております。

資料提供・担当スタッフによるご相談（無料）もお受けいたします。

◆プレハフ各種（事業所・店舗・倉庫・住宅・寮）

ユニットハウス・仮設トイレ・各種備品
※相談（無料）／調査／設計／施工

吐プレハプ建築協会会員

のがCI南リース株式會社〒651:::旦り信塁辺通ゼ丁目1番30号
お問い
合わせ
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